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（１４時００分 開会）

１ 開会宣言 

【小田嶋教育長】 

 ただいまから、教育委員会臨時会を開会いたします。 

２ 開催時間

【小田嶋教育長】

 本日の会期は、１４時００分から１７時００分までといたします。 

３ 会議録の承認

【小田嶋教育長】

 ７月の定例会の会議録を事前にお配りし、お目通しいただいていることと思いますが、承認し

てよろしいでしょうか。 

【各委員】

 ＜承認＞

４ 傍聴 （傍聴者 ３名）

【小田嶋教育長】

 本日は、傍聴の申出がございますので、「川崎市教育委員会会議規則」第１３条の規定により、

許可することに異議はございませんでしょうか。 

【各委員】

 ＜了承＞

【小田嶋教育長】 

 また、「川崎市教育委員会傍聴人規則」第２条の規定により、本日の傍聴人の定員を２０名程度

とし、先着順としてよろしいでしょうか。 

【各委員】 

 ＜了承＞ 

【小田嶋教育長】 

 異議なしとして傍聴を許可いたします。 
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５ 非公開案件

【小田嶋教育長】

 本日の日程は配付のとおりでございますが、報告事項Ｎｏ．３、報告事項Ｎｏ．４、報告事項

Ｎｏ．５、報告事項Ｎｏ．６、報告事項Ｎｏ．７、報告事項Ｎｏ．８、議案第２６号は、議会の

報告及び議決案件で、これから議会に提案する案件であり、意思決定過程にあるもので、公開す

ることにより、公正かつ適正な意思決定に支障を生ずるおそれがあるため、これらの案件を非公

開とすることでよろしいでしょうか。 

【各委員】

 ＜了承＞

【小田嶋教育長】 

 では、そのように決定いたします。 

 なお、これらの議案・報告事項につきましては、議会への提案後は公開しても支障がないため、

会議録には掲載させていただきます。

６ 署名人

【小田嶋教育長】 

 本日の会議録署名人は、「川崎市教育委員会会議規則」第１５条の規定により、本職から指名い

たします。 

 高橋委員と岡田委員にお願いいたします。 

７ 市立学校の夏季休業期間延長等について 

【小田嶋教育長】 

 報告事項に入る前に、「市立学校の夏季休業期間延長等」について、少し内容を確認したいと考

えております。 

 説明を、学校教育部長、お願いいたします。 

【大島学校教育部長】 

 はい、よろしくお願いいたします。市立学校の夏季休業期間の延長等につきましては、８月２

０日のときに教育委員の皆様にも御報告させていただいたとおりでございますが、改めまして、

本日、要点について御報告させていただきます。 

 このたび、感染状況の変化に対応しますとともに、学校の持続的な運営を行うために夏季休業

期間等の延長ということをいたします。 

 市立小・中学校におきましては、夏季休業期間を令和３年８月３１日火曜日まで延長いたしま

す。８月３１日までの間は、９月１日からの授業再開に向けた準備期間としまして、各学校で分

散登校日を数日設定し、児童生徒の健康観察やＧＩＧＡ端末を活用した学習支援に向けた準備等

を行ってまいります。 
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 ９月１日水曜日から９月１０日金曜日までは、午前中授業で給食あり。児童生徒は給食終了後

に下校いたします。 

 部活動につきましては、上位大会等に出場する部を除きまして、８月３１日まで活動停止期間

としておりましたが、この期間を９月１２日の日曜日まで延長をいたします。 

 次に、高等学校でございますが、高等学校につきましては、９月１日水曜日から９月１０日金

曜日まで朝の時差通学を徹底し、短縮授業の実施を基本としてまいります。 

 高等学校につきましては、当初から９月１日の夏休み明けということを予定しております。 

 次に、特別支援学校でございますが、夏季休業期間の延長はいたしません。当初予定の授業開

始日から８月３１日までの期間は給食なし、午前中授業。９月１日水曜日以降は、通常どおりの

授業ということで予定をしております。 

 また、学校施設開放につきましては、部活動の実施状況等も踏まえまして、８月３１日火曜日

まで利用中止期間としておりましたが、この期間を９月１２日まで延長してまいります。 

 次に、児童生徒の居場所でございますが、自宅に児童を見守る方がいない家庭の児童につきま

しては、学校の教育活動とは別に児童生徒の居場所を学校内に設けてまいります。 

 説明については、以上でございます。 

【小田嶋教育長】 

 はい。報道発表資料ということで既にお目通しいただいていると思いますが、今改めて確認さ

せていただきました。 

 委員の皆様から、特に御意見等はございますでしょうか。よろしいですか。 

 そうしましたら、今後も新型コロナウイルスの感染状況に注視しながら、取組を進めていきた

いと思っております。 

 それでは、本日の日程に戻ります。 

８ 報告事項Ⅰ 

報告事項Ｎｏ．１ 令和３年度第２回市議会定例会について 

【小田嶋教育長】 

 初めに、報告事項Ⅰに入ります。 

 報告事項Ｎｏ．１「令和３年第２回市議会定例会について」の説明を、庶務課長、お願いいた

します。 

【日笠庶務課長】 

 それでは、報告事項Ｎｏ．１「令和３年第２回市議会定例会について」御報告させていただき

ますので、お手元の資料をごらんください。 

 はじめに、表紙をおめくりいただきまして、資料２ページ目をごらんください。「令和３年第２

回市議会定例会 議案概要及び会議結果」でございますが、これは、令和３年５月３１日から６

月２３日まで開会されました市議会定例会において提案された全議案の一覧でございます。 

 このうち、教育委員会関連の議案といたしましては、４ページをごらんいただきまして、議案
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第１０２号「川崎市学校給食物資購入資金条例を廃止する条例の制定について」、５ページをごら

んいただきまして、第１１０号「黒川地区小中学校新設事業の契約の変更について」の２議案で

ございまして、６月１７日の本会議におきまして採決が行われました。結果につきましては、両

議案とも全会一致で原案のとおり可決されたものでございます。 

 続きまして、７ページをお開きください。「令和３年第２回市議会定例会 代表質問発言者及び

発言要旨」についてでございます。代表質問は、６月９日、１０日の２日間で行われ、資料は各

会派からの代表質問の要旨を一覧にしたものでございます。このうち、教育委員会事務局に対す

る質問を網掛けにしておりまして、自民党からの質問といたしましては、「行政手続のオンライン

化並びに押印の廃止について」、「かわさきＧＩＧＡスクール構想について」、「川崎市立学校にお

ける普通教室の空調設備更新に関するサウンディング調査について」、「フッ化物洗口の導入につ

いて」、「学校給食事業について」、「新型コロナワクチン接種の今後の展開について」などの質問

がございました。 

 このほか、９ページから１３ページまでは、それぞれみらい、共産党、公明党の順で各会派の

質問を掲載しておりますので、後ほどごらんいただければと存じます。 

 続きまして、１４ページをごらんください。「令和３年第２回市議会定例会 一般質問発言要旨」

についてでございます。資料は、一般質問の開催日ごとに、発言者と要旨を記載した一覧となっ

ておりまして、一般質問は、６月１８日から６月２３日までの４日間で行われ、教育委員会事務

局に対し、３２名の議員から４３項目の質問がございました。 

 以上で、令和３年第２回市議会定例会の報告を終わらせていただきます。 

【小田嶋教育長】 

 ただいまの説明から、本件は、令和３年第２回市議会定例会で教育委員会事務局から提案した

議案の採決結果及び議会での質問要旨の御報告でございましたので、この程度にとどめたいと思

いますが、よろしいでしょうか。 

【各委員】 

 ＜了承＞ 

【小田嶋教育長】 

 それでは、報告事項Ｎｏ．１について承認してよろしいでしょうか。 

【各委員】 

 ＜承認＞ 

【小田嶋教育長】 

 それでは、報告事項Ｎｏ．１は承認といたします。 

報告事項Ｎｏ．２ 市議会請願・陳情審査状況について 
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【小田嶋教育長】 

 次に、報告事項Ｎｏ．２「市議会請願・陳情審査状況について」の説明を、庶務課長、お願い

いたします。 

【日笠庶務課長】 

 それでは、引き続き御説明を申し上げます。 

 報告事項Ｎｏ．２「市議会請願・陳情審査状況について」御報告申し上げます。 

 お手元の資料をごらんください。表紙をおめくりいただきまして、２ページ目をごらんくださ

い。「市議会に提出された請願・陳情の審査状況」についてでございます。 

 本日は、前回御報告をいたしました、令和３年４月２７日開催の教育委員会臨時会以降に文教

委員会に付託、及び審査されました請願・陳情の件につきまして、御報告を申し上げます。 

 １ページおめくりいただき、３ページをごらんください。初めに、ページの上から４番目、陳

情第８０号「コロナ感染症から学校と教育を守ることを求める陳情」でございます。本件陳情の

要旨につきましては、令和３年４月２７日開催の教育委員会臨時会で説明しておりますので、内

容については省略させていただきますが、市議会におきましては、令和３年５月２６日に審査が

行われました。審査の結果でございますが、委員から「児童生徒、教職員を感染から守るという

願意は理解するが、現状、教育施設における感染防止対策は教職員の皆様方の御努力で適切にで

きていると認識している」などの御意見がございまして、不採択となりました。４ページ目に当

該陳情書がございますので、後ほど御確認ください。 

続きまして、ページ上から５番目、請願第２４号「少人数学級の推進など定数改善、義務教育

費国庫負担制度堅持に係る意見書提出の要請に関する請願」でございますが、こちらは、６月２

日に提出され、６月１１日に審査となりました。５ページをごらんください。こちらが当該請願

書でございます。請願の要旨でございますが、国及び関係する行政機関に対し、意見書を提出す

ることを求めるもので、内容が、「１ 行き届いた教育を実現するために、中学校・高等学校での

３５人学級を早急に実施することをはじめとした学級編制標準のさらなる見直しや、学級数によ

らない教職員の定数改善等、豊かな教育環境を整備するための予算を確保・拡充すること。」、「２ 

義務教育費国庫負担制度堅持を求めること。」、「３ 自治体で国の標準を下回る『学級編制基準の

弾力的運用』の実施ができるよう、加配の削減は行わないこと。」となっております。当該請願の

審査結果でございますが、委員から「今後、中学校の少人数学級の必要性は十分理解しているが、

早急に導入という部分では、小学校では義務標準法の改正に基づいて令和７年度に向けて計画的

に引下げを実施することから、計画的、段階的な引下げが重要」などの意見があり、不採択とな

りました。 

 説明は以上でございます。 

【小田嶋教育長】 

 ただいまの説明から、本件は前回の報告以降に、文教委員会に付託・審査された請願・陳情書

でございますので、この程度にとどめたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

【各委員】 

 ＜了承＞ 
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【小田嶋教育長】 

 それでは、報告事項Ｎｏ．２について承認してよろしいでしょうか。 

【各委員】 

 ＜承認＞ 

【小田嶋教育長】 

 それでは、報告事項Ｎｏ．２は承認といたします。 

 何かお気づきの点などがございましたら、事務局のほうにお尋ねいただければと思いますので、

よろしくお願いいたします。 

９ 議事事項Ⅰ

議案第２３号 令和４年度教職員人事異動方針について

【小田嶋教育長】 

 続いて、議事事項Ⅰに入ります。 

 議案第２３号「令和４年度教職員人事異動方針について」の説明を、教職員人事課長、お願い

いたします。 

【宮川教職員人事課長】 

 それでは、議案第２３号「令和４年度教職員人事異動方針について」につきまして、御説明さ

せていただきます。 

 人事異動方針につきましては、令和４年度人事異動の実施に当たり、基本方針を定めまして、

適正な人事異動を推進するために定めるものでございます。 

 議案書の１ページをごらんください。それでは、概要につきまして御説明申し上げます。時代

の変化に適応し、多様化・複雑化していく諸課題に柔軟に対応するとともに、学校の適正な運営

を確保することを念頭に、学校の教育力強化に向けて、学校運営の活性化を図ること、「かわさき

教育プラン」の視点を踏まえ、適材適所に配置すること、地域との連携等特色ある学校づくりを

推進し、教職員の意欲を一層引き出すことを方針とするものでございます。 

 なお、別紙、議案第２３号資料「令和４年度教職員人事異動方針関係資料」は、関係法令や、

この人事異動方針に基づいて、具体的な手続等を定めた人事異動実施要領の案をまとめたもので

ございます。後ほど御参照願います。 

 議案第２３号の説明につきましては、以上でございます。 

【小田嶋教育長】 

 御質問等はございますでしょうか。 

 特によろしいですか。ございますか。 

 高橋委員からどうぞ。 
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【高橋委員】 

 表現の確認ですけれど、（１）の最後に人事異動を徹底することとあるのですけど、人事異動を

徹底するという表現を私はあまり聞いたことがなかったので、これはどういう解釈をしたらいい

のかなと。 

【宮川教職員人事課長】 

 大きな文章の流れとして、全市的な視点に立った、このような人事異動を徹底することという

ことで、全市的な視点に立った人事異動をやりましょう、学校に偏るんじゃなくて、我々教育委

員会事務局は学校ごとに見ますけど、全体のバランスをちゃんと徹底していきましょう、こうい

う意味でございますので、御理解いただけるようお願いいたします。 

【高橋委員】 

 人事異動の前のこのような多面というところをちゃんとしっかり徹底した人事異動をしましょ

うということですね。分かりました。ありがとうございます。 

【小田嶋教育長】 

 他にはいかがですか。 

 田中委員。 

【田中委員】 

 御説明ありがとうございました。教職員の方の人事につきましては、新しいところに移って、

ますます意欲が湧くというようなことがとても大事だと思いますので、例えば、（３）にある教職

員の意欲を一層引き出すというようなところに書かれておりますけれども、この人事が先生方の

意欲や活力を向上させるような形につながっていくということをぜひ目指しながら、この方針を

進めていっていただけるとありがたいと思います。以上です。 

【小田嶋教育長】 

 他には。 

 岩切委員。 

【岩切委員】 

 御説明ありがとうございました。こういった人事異動というのは、学校だけではなくて、いろ

んな会社等でもあるわけですけれども、会社等で行われる場合は、やはりその人のキャリアを考

えてということがすごく多いので、ぜひ先生方お一人お一人のキャリアのキャリアアップである

とか、あるいはキャリアプランといったことを考えての人事異動ということをぜひ御配慮いただ

きたいなというふうに思います。よろしくお願いいたします。 

【小田嶋教育長】 

 はい、人事課長から。 
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【宮川教職員人事課長】 

 今のキャリアプランは詳しく御説明しませんが、後ほど参考資料で見ていただきますと、教職

員の場合には、例えば、特別支援学校ですと、特別支援学校採用枠というのを１０年前につくり

ました。その学校は特別支援学校だけではなくて、小・中学校の特別支援級、あるいは、幅広い

意味での支援教育というと通級指導教室、そういうところにも行く可能性がありますという形で、

やはり独自のスペシャルでいきたい人、あるいは、その知識を生かして小・中学校でやっていき

たい、あるいは、通級指導教室でやっていきたいという様々なキャリアプランがあると思います。

その他、この人事異動だけではなくて、総括教諭という昇任選考もあります。その位置づけとし

ては、やはり将来的には学校のマネジメントに携わっていくと。あるいは、全市的な視点で教化

活動とか、そういうものの底上げを図っていくとか。というような、様々な人事異動だけではな

くて、異動でそういう資質向上の意欲を引き出すということと併せて昇任等で市が同時にキャリ

アアップも考えていくことで、御指摘のとおり、非常に重要な御視点だと思いますので、学校管

理職とも共通理解を図りながら、一歩ずつ着実に取り組んでまいりたいというふうに思っていま

すので、よろしくお願いします。 

【小田嶋教育長】 

 他には、よろしいでしょうか。 

 それでは、議案第２３号は、原案のとおり可決してよろしいでしょうか。 

【各委員】 

 ＜了承＞ 

【小田嶋教育長】 

 それでは、議案第２３号は、原案のとおり可決といたします。 

議案第２４号 教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行状況に係る点検及び評価に係る報

告書（令和２年度版）について

【小田嶋教育長】 

 次に、議案第２４号「教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行状況に係る点検及び評価

に係る報告書（令和２年度版）について」の説明を、教育政策室担当課長、お願いいたします。 

【二瓶教育政策室担当課長】 

 はい、よろしくお願いいたします。 

 議案第２４号「教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行状況に係る点検及び評価に関す

る報告書」について御説明させていただきます。 

 「報告書」でございますが、分量がございますので、配付資料の中で、右上に資料２と振られ

ている、こちらが「概要版」でございます。こちらで御説明させていただきます。資料２をごら
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んいただきたいと存じます。 

 まず、「概要版」の表紙をおめくりいただきまして、右下に３と振られている３ページをごらん

ください。まず、「はじめに」でございますけれども、本報告書の作成趣旨等を記載するとともに、

ページ下の点線の囲みでございますが、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の抜粋を記

載しております。要約いたしますと、「毎年、その権限に属する事務の管理及び執行の状況につい

ての点検及び評価を行うとともに、その結果に関する報告書の議会への提出及び公表」を義務づ

け、また点検・評価に当たりまして、学識経験を有する者の知見の活用を図るものと規定されて

おります。本報告書につきましては、本市の教育に関する基本計画である「かわさき教育プラン」

の進捗管理を目的といたしまして、自己評価を行い、学識経験者や公募市民等で構成する「川崎

市教育改革推進会議」におきまして、御意見を頂き、作成したものでございます。 

 それでは、ページをおめくりいただきまして、右下５ページをごらんください。第１章「教育

委員会の活動状況」でございます。昨年度は、定例会１１回、臨時会を７回開催し、合計５７件

の審議を行いました。また、教育委員会会議以外の活動状況も下記に掲載してございます。なお、

資料１の報告書本編には、審議案件等一覧を掲載しておりますので、後ほど御参照いただきます

ようよろしくお願いいたします。 

 それではおめくりいただいて、６ページをごらんください。第２章「かわさき教育プランにつ

いて」でございますが、第２期実施計画の全体像として、プランの構成をお示ししております。

現行の「かわさき教育プラン」は、平成２７年度からおおむね１０年間を対象期間として策定し、

「教育基本法」に規定される「教育振興基本計画」として位置づけております。「夢や希望を抱い

て生きがいのある人生を送るための礎を築く」を基本理念といたしまして、「自主・自立」、「共生・

協働」を基本目標として定め、その実現に向けた具体的な取組を八つの基本政策に整理しており

ます。 

 右側の７ページをごらんください。第３章「かわさき教育プランの点検及び評価の項目」でご

ざいますが、プランは、中段のピラミッド図にございますように、八つの基本政策の下に、施策

及び事務事業で構成されております。後ほど御説明させていただきますけども、施策は１９、事

務事業は４６ございまして、具体的な点検・評価の項目といたしましては、これら基本政策から

事務事業までを対象としております。 

 それでは、８ページをごらんください。基本政策ごとに御説明してまいります。まず、基本政

策Ⅰ「人間としての在り方・生き方の軸をつくる」でございます。本日の説明におきましては、

各基本政策の左側にあります「主な取組成果」、それからこの章でいいますと、右上の「主な課題」、

中段の「教育改革推進会議における意見内容」及び下段にございます「今後の取組の方向性」に

ついて、それぞれ施策について内容を要約し、御説明させていただきます。 

 すみません、戻りまして左側の「主な取組成果」でございますが、まず①の「キャリア在り方

生き方教育」では、学校におけるＩＣＴを活用した教育活動の支援を含め、「訪問研修会」を実施

し、各学校における効果的な取組の支援をしてまいりました。③の「キャリア・パスポート」に

つきましては、各種研修会にて説明を行いながら、教職員の活用に関する理解を深めてまいりま

した。 

 右側の９ページをごらんいただきまして、上段の「主な課題」でございますが、②の「かわさ

きパラムーブメント」では、「ＳＤＧｓ」の視点を紹介しながら浸透させ、多様性を尊重する教育

を計画的・系統的に推進する必要があること、また、③の「キャリア・パスポート」及び「キャ
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リア在り方生き方ノート」の活用を促進し、児童生徒が主体的に学びに向かう力を育む必要がご

ざいます。中段にございます「教育改革推進会議における意見内容」でございますが、かわさき

パラムーブメントなどの川崎が大事にしてきた多様性を尊重していけるような教育を今後も推進

してほしい。また、自己有用感が高いにもかかわらず、社会参画に関する意識が低いことが課題

であり、子どもの意見を表明する機会など地域参加の場を提供する仕組みづくりが必要であるな

どの御意見を頂いております。こうした課題や教育改革推進会議での御意見を踏まえまして、下

段にございます「今後の取組の方向性」でございますが、主なものでございますが、①で「各学

校が児童生徒に身につけさせたい資質・能力の育成につながる教育活動を見直し、ＳＤＧｓ・Ｅ

ＳＤやかわさきパラムーブメント等への視点を取り入れ、カリキュラムマネジメントの充実につ

ながる教職員への研修を行っていきます」。また、④で「キャリア在り方生き方ノート」及び「キ

ャリア・パスポート」を効果的に活用できる研修を行うなど、児童生徒が主体的に学びに向かう

力が身につくよう取組を進めてまいります。 

 次に、１０ページをごらんください。基本政策Ⅱ「学ぶ意欲を育て、『生きる力』を伸ばす」で

ございます。「主な取組成果」でございますが、②の新学習指導要領の全面実施に対応した実践事

例集を教科ごとに作成し、教職員が授業改善に活用できるよう支援してまいりました。また、⑤

では、令和３年度から開始された給食費の公会計化の実施に向けた準備を進めてまいりました。

⑥では、「ＧＩＧＡスクール構想」の実現に向けて、校内ネットワーク環境の整備や一人１台端末

の整備を行うとともに、教職員向けにハンドブックの作成など学校への支援を行ってまいりまし

た。 

 １１ページ上段の「主な課題」でございますが、①の市学習状況調査を継続的に、また経年比

較しながら実施することや、②の３５人学級に向けた適切な対応、③の「ＧＩＧＡスクール構想」

に関しまして、学校に対し、継続した支援が必要と考えております。次に、「推進会議における意

見内容」でございますが、①の「ＧＩＧＡスクール構想により一人１台端末を使うことで、蓄積

したデータを分析し、指導にどのように生かすかが大切」や、③の「教職員のアイデアや行った

授業などが学校間で共有できる仕組みがあるとよい」などの御意見をいただいております。「今後

の取組の方向性」でございますが、①の様々な形で蓄積されているスタディ・ログを整理しまし

て、効果的に活用していくことが課題であり、川崎市の市学習状況調査の対象を拡充し、経年で

の推移が把握できるよう統一的にデータを収集することを検討してまいります。③の教職員の情

報共有につきましては、教職員向けサイトを作成しておりますが、今後も教職員間で「かわさき

ＧＩＧＡスクール構想」についての実践事例を集約して内容を充実させてまいります。さらに、

④の３５人学級への対応でございますが、各学校の状況に合わせ、少人数によるきめ細やかな指

導体制を構築してまいります。 

 １２ページをごらんください。基本政策Ⅲ「一人ひとりの教育的ニーズに対応する」でござい

ます。「主な取組成果」といたしまして、②の「かわさき共生＊共育プログラム」では、新型コロ

ナウイルス感染症拡大に伴う児童生徒の心のケアに向け、人間関係づくりのスキル獲得や向上を

目指した新エクササイズを作成するとともに、一人１台端末を活用したエクササイズを開発し、

児童生徒指導の支援の充実を図ったほか、③の臨時休業明けの児童生徒及び保護者の不安に寄り

添いながら、心のケアを行うとともに、不登校や学校に居場所を見つけづらい児童生徒への相談

活動を継続して実施してまいりました。また、④の帰国・外国人児童生徒につきまして、国際教

室担当教員及び巡回非常勤講師の配置によりまして、日本語指導が必要な全ての対象児童生徒に
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特別の教育課程による日本語指導を実施するなど、日本語でのコミュニケーションに不安がある

児童生徒等の支援を行ってまいりました。 

 １３ページに移りまして、上段の「主な課題」でございますが、①の特別な支援を必要とする

児童生徒が増加傾向にございまして、神奈川県と連携し、特別支援学校の受入枠拡充に向けた取

組を進める必要があること、③の不登校の出現率ですが、年々上昇してございまして、児童生徒

の社会的自立を目指し、個々の状況に合わせた支援の取組を進める必要があること、また、④の

児童生徒や保護者に対する相談の質を高め、児童生徒の抱える課題の解決を支援していく必要が

あること、などでございます。次に、「推進会議における意見内容」でございますが、②の「通常

の学級で困っている発達障害のある子どもたちに対し、支援が拡充できるとよい」や、③の「子

どもの貧困が拡大し、児童虐待やヤングケアラーの問題が表出している。ＬＧＢＴなどのマイノ

リティーに悩む子どもたちも多くいるため、子どもたちが悩んだときにいつでも気兼ねなく相談

できる体制が必要」などの御意見を頂いております。「今後の取組の方向性」でございますが、①

の特別支援学校における児童生徒の増加につきまして、設置義務者である神奈川県とより一層連

携し、受入枠拡充等の対応を推進するとともに、通級指導教室の指導体制の充実に向け検討を進

めてまいります。④では、不登校児童生徒につきまして、様々な背景や原因があるため、個々の

状況を的確に把握し、一人ひとりに寄り添った支援やＩＣＴを活用した学習支援を行ってまいり

ます。また、⑤のいじめ、不登校、貧困、児童虐待等に対して、未然防止、早期発見、早期対応

を行うため、スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカー等の専門スタッフの配置の見

直しを検討するなど、組織的な教育相談体制を構築し、教育相談のさらなる充実を図ってまいり

ます。 

 次に、１４ページをごらんください。基本政策Ⅳ「良好な教育環境を整備する」でございます。

「主な取組成果」といたしまして、②の学校防災力の向上についてでございますが、児童生徒の

安全を確保するため、自然災害、地震や風水害等の発生に備え、学校が取るべき対策・対応につ

いて基本となる考え方をまとめた「川崎市立学校防災対策指針」を作成したこと、また④の児童

生徒の良好な教育環境を確保するため、教育環境の改善や防災機能の強化を進めたことなどでご

ざいます。次に、「主な課題」でございますが、①のスクールガード・リーダーにつきましては、

配置を拡充した効果を検証し、学校安全体制の強化に向けて取り組む必要があるほか、④の児童

生徒数及び学級数の増加対策といたしまして、計画的に教室の転用、校舎の増改築、また新校設

置や通学区域の見直しなどの対応策の検討を行う必要がございます。「推進会議における意見内

容」でございますが、①の「望ましい教育環境は大きく変わろうとしているため、学校の新設に

際してはコストに配慮しつつも、新しい教育や学校の姿を踏まえて進めていく必要がある」、また

③の「交通事故や不審者被害など学校外の安全について、通学区域内のどこに危険が潜んでいる

のか、専門家を交えて調査の上、周知していくことが大切」などの御意見を頂いております。「今

後の取組の方向性」でございますが、①のスクールガード・リーダーにつきましては、効果検証

を適切に行い、通学路の安全を確保していくほか、④の「学校施設長期保全計画」に基づく取組

につきましては、防災・減災、国土強靭化の観点から、適宜適切な整備内容を選択し、着実に進

めていく。また、⑤の新川崎地区におけます令和７年４月の新校開校に向けまして、「かわさきＧ

ＩＧＡスクール構想」を踏まえたＩＣＴ環境の整備、また省エネルギー化、災害時における避難

所機能など、施設に求められる様々な要素に留意しながら、整備を進めてまいります。 

 次に、１６ページをごらんください。基本政策Ⅴ「学校の教育力を強化する」でございます。
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「主な取組成果」といたしましては、①の教職員事務支援員または障害者就業員、部活動指導員

の配置拡充など、「教職員の働き方・仕事の進め方改革の方針」に基づく取組を推進いたしました。

また、②の学校運営協議会について、運営状況等の把握や運営支援を行い、令和３年度に新たに

二つの中学校区に七つの学校運営協議会を設置するための準備を進めました。 

 １７ページ右側の上段の「主な課題」でございますが、①の平成３０年度に策定いたしました

「教職員の働き方・仕事の進め方改革の方針」の取組期間が令和３年度に終了する中で、国の動

向等を踏まえた次期方針の検討が必要であること、また、④の国の動向を注視しつつ３５人学級

への移行を踏まえた教職員の定数算定及び教職員の計画的な確保を行う必要があることなどでご

ざいます。「推進会議における意見内容」でございますが、③の「地域と学校の橋渡し役である地

域教育コーディネーターが各学校を丁寧に対応できるよう支援するとともに、関連機関との情報

共有を行い、相互連携を促進できるよう支援してほしい」などの御意見をいただいております。

「今後の取組の方向性」でございますが、②のＧＩＧＡスクール構想により整備された一人１台

端末やネットワーク環境を活用して、授業で使う教材等がどこでも作成、使用、共有ができるこ

となど働き方改革に資する取組の好事例を周知していくとともに、④の学校運営協議会について

は、地域学校協働活動等の一体的な推進を国から求められておりますことから、学校運営協議会

の設置拡充を進め、地域と学校側の連携・協働が円滑に図れるように支援を行ってまいります。

また、⑥の教職員の人材確保でございますが、ＳＮＳ等を活用した効果的な広報活動、また複数

免許所持者への加点制度等によりまして、優秀な新規採用教員と経験豊かな再任用教員の確保を

計画的に推進してまいります。 

 次に、１８ページをごらんください。基本政策Ⅵ「家庭・地域の教育力を高める」でございま

す。「主な取組成果」といたしまして、①の新型コロナウイルス感染症の影響により制約を受け

ながらも、市民館等におきまして、家庭・地域教育学級等、家庭教育に関する学習機会を提供す

るとともに、ＰＴＡによる家庭教育学級の開催を支援し、家庭の教育力の向上を図ってまいりま

した。また、④の寺子屋を新たに１０か所開講して６５か所に拡充をし、さらに外国につながる

子どもの学習支援を行う地域の寺子屋分教室を設置したところでございます。 

 １９ページ上段の「主な課題」でございますが、①の家庭が子育てにおいて抱える悩みや、教

育や地域に関する課題は多様化しているため、家庭教育の推進に取り組む必要があります。また、

②の地域教育会議については、学校、家庭、地域が連携しながら、地域教育会議の活動の活性化

に向けた支援を進める必要があると考えております。「推進会議における意見内容」でございま

すが、①の「子どもたちが地域で安心・安全に育つことができるよう、子どもと地域のつながり

をつくることが必要である」、また「地域教育会議につきましては、さらなる活性化に向けて支

援を充実させていく必要がある」などの御意見をいただいております。「今後の取組の方向性」

でございますが、①の家庭教育の推進につきましては、各家庭における教育力の向上に向けた支

援となるよう、引き続き、家庭教育に関する学習機会の提供や企業などとも連携した事業の実施

などにより、家庭教育の悩みの軽減に向けた取組を進めてまいります。また、④の地域の寺子屋

につきましては、地域や学校の実情に配慮し、運営を担う人材や団体の発掘、育成を行いながら、

全小中学校への拡充を目指し、引き続き取組を進めてまいります。 

 次に、２０ページをごらんください。基本政策Ⅶ「いきいきと学び、活動するための環境づく

り」でございます。「主な取組成果」といたしまして、①の社会教育振興事業や図書館運営事業

のさらなる充実に向けて、社会状況の変化や多様な市民ニーズに対応するため、「今後の市民館・
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図書館のあり方」を策定いたしました。また、②の学校の特別教室の活用を推進する「Ｋａｗａ

ｓａｋｉ教室シェアリング」を継続して取り組み、特別教室についてインターネット予約システ

ムのモデル導入を実施いたしました。さらに、③の「（仮称）新しい宮前市民館・図書館管理運

営計画」策定に向けた取組を進めるとともに、「川崎市立労働会館及び川崎市教育文化会館基本

計画」を策定いたしました。 

 次に、２１ページ上段の「主な課題」でございますが。①の社会状況の変化や多様な市民ニー

ズに対応するため、「今後の市民館・図書館のあり方」を踏まえ、社会教育振興事業や図書館運

営事業の充実・進展に向けた取組を推進する必要があること、また、③の老朽化した社会教育施

設の利用環境の向上を図る取組を進める必要があります。「推進会議における意見内容」でござ

いますが、③の「Ｋａｗａｓａｋｉ教室シェアリングは、他都市から転居してきた市民に学校を

理解してもらう意味でもとても効果的だと思う」などの御意見をいただいております。「今後の

取組の方向性」でございますが、②の新しい宮前市民館・図書館や教育文化会館につきましては、

施設整備の設計等の進捗状況と併せ、今後の市民館・図書館全体の管理・運営の状況を考慮しな

がら、それぞれの管理運営計画を策定していきます。また、③の図書館につきましては、利用者

の声を聞きながら、誰もが使いやすく、居心地のよい場となるよう環境整備に努めるとともに、

あらゆる世代や多様な利用ニーズに適切に対応するための取組を進めてまいります。 

 次に、２２ページをごらんください。基本政策Ⅷ「文化財の保護・活用と魅力ある博物館づく

りを進める」でございます。「主な取組成果」といたしまして、②の発掘調査現地見学会を実施

するなど市民の理解を促進することができました。また、③、④に記載のとおり、日本民家園で

は、来園できない方への動画配信を行い、かわさき宙と緑の科学館では、「おうちで楽しむデジ

タル科学館」や様々な情報発信をＳＮＳで実施するなどの取組を進めてまいりました。 

 次に、２３ページ上段の「主な課題」でございますが、②の橘樹官衙遺跡群活用事業につきま

しては、コロナ禍にありながらも参加者数が増加傾向にあり、引き続き市民ニーズに応える必要

がございます。また、③の日本民家園につきましても、コロナ禍でのイベント実施方法の検討や、

子ども向け学習動画の配信等、来園しなくても楽しめる工夫など、民家園の魅力向上に向けた取

組をより効率的・効果的に進めていくことが必要です。「推進会議における意見内容」でござい

ますが、②、③の科学館、また博物館につきましては、「オンラインによるプログラムやコンテ

ンツを充実させることで教育活動とのつながりを深められるとよい」や「子どもたちが体験を通

して楽しみながら考えを深め、発表や交流ができるような場があるとよい」などの御意見を頂い

ております。「今後の取組の方向性」でございますが、①の文化財を見たり触れたりする機会を

提供することで、市民が文化財に親しむ機会の充実を図ってまいります。また、多くの市民に知

っていただけるよう、ＳＮＳなどの広報媒体を活用し、効果的な広報を行ってまいります。③の

日本民家園及びかわさき宙と緑の科学館につきましては、来園・来館が困難な方やこれまで訪れ

る機会のなかった方に向けて、ＳＮＳなどを活用し、施設の展示や活動内容を周知することで、

施設の魅力を発信してまいります。 

 以上、報告書の概要を御説明いたしました。なお、本報告書につきましては、本日の委員会で

可決をいただきました後、８月３１日の文教委員会におきまして御報告するとともに、各区役所

市政資料コーナーやホームページ等で公開する予定でございます。 

 議案第２４号についての説明は以上でございます。 
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【小田嶋教育長】 

 ありがとうございます。教育委員会の全ての事業を網羅しますので、内容も多岐にわたって、

今は概要版でしたけれど、本編のほうは非常に厚いものになっております。 

 いろいろと御質問、御意見等があるとは思うのですが、限られた時間の中ですので、特にとい

うものがあれば、御質問等をいただければと思います。よろしくお願いします。 

 田中委員、どうぞ。 

【田中委員】 

 どうも丁寧な御説明をありがとうございました。 

 私自身も１０年ほど推進会議の委員をやらせていただいて、そこでの印象は、委員が話した内

容を随分丁寧に吸い取っていただいて、まとめていただいていたというような印象をもっていま

すので、今回も会議に出た意見を非常にきちんとした形で整理してまとめていただいたなと思っ

ています。ありがとうございました。 

 実は、自分が委員のときに気づかなかったこと、今改めてこうやって見ると感じたのですけど

も、実は、でもこれは第２５号の議題で言ったほうがいいことかもしれないので、ちょっと今こ

こで当たらなければ２５のところで改めてと思うのですが、二つほど今感じたことがあります。 

 一つは、基本政策の７番目のところで、いわゆる社会教育に関する部分ですけれども、こうや

って見てみますと、市民館・図書館、そして学校施設を有効活用ということで、ほとんど内容が

施設なんですよね。これは教育プランそのものがそういうふうになっているので、それに対する

連携強化であれば、当然こうなってくるのは仕方ないと思うのですが、よく振り返ってみますと、

私も川崎市の社会教育と３０年ぐらいいろいろと関係させていただいて、勉強させていただいた

り、協力したりしていたのですけれども、市民館とか学校開放だけではなくて、出資法人として

の財団がありますよね、生涯学習財団。あそこをかなりの経費を使いながら、割といろんな事業

をやっていると思うのですね。そういうものがこういうプランに位置づけられていないのかなと、

今ちょっと感じたものですから、もちろん２５号で今後のことで言うべきことかもしれませんが、

少しその辺が気になりました。それが１点です。 

 もう一つは、どうしてもこういうプランは縦割りにならざるを得なくて、柱がこうあって、そ

れぞれについて細かくいくので、いわゆるこの何か横串を刺すといいますか、一つの観点から全

ての柱を見ていますということがなかなかできにくいのですけど、例えば、今の時代であれば、

ＳＤＧｓの観点から教育プランを考えるとなると、かなりいろいろな柱にかかってきますよね。

それから、また子どもの健全育成ということで考えたときにも、当然基本政策７とか８もそこに

深く関わってきますよね。何か横串というか、この柱とは別の大きなテーマで全てを見ていくよ

うなことをプランの中で考えていっていいのではないかということを感じました。これもむしろ

２５号の議題でやるべきことかもしれませんが、今ちょっと思いついたので話させてもらいまし

た。以上です。 

【小田嶋教育長】 

 ありがとうございました。また、２５号のときに御質問いただければと思います。御意見とい

うことでよろしいですか。 

 他にはいかがでしょうか。 
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 高橋委員。 

【高橋委員】 

 細かい質問でもいいですか。それとも別でやったほうがいいですか。そんなに多くはないです。 

【小田嶋教育長】 

 大きな視点で見ていただいたほうがいいかなと思いますが。 

【高橋委員】 

 じゃあ、細かい質問が多分多いので、また別途質問させていただきます。 

 １点だけありまして、ＳＮＳの活用とか、デジタルコンテンツの充実というものが基本政策の

幾つかにわたって、今後の取組の方向性として出ていると思うのですけれど、手軽な反面、例え

ばツイッターを発信するにしても、もうつくり込まれたり、あとはいろんなリスクがあるので、

そういうリスクを考えながら発信していくということが今後大事になってくると思うのですけれ

ど、個別の部署でそういうものに対応するというよりは、何か横串というか、サポートするよう

な体制とかがあったほうが、そういうデジタルな社会に向けての発信力の向上というところでは

必要かなと思うので、御検討いただければなと思いました。 

【二瓶教育政策室担当課長】 

 その点に関しましては、まさに我々教育政策室が広報広聴の担当部署として、教育委員会事務

局のそういった部署になっておりますので、学校教育から社会教育に至るまで、そういった発信

に対して、こちらからもいろんなマニュアルの発信を行いながら、ちょっとアンテナを張りなが

ら、このリスク管理というか、しっかりと対応してまいりたいと考えております。以上です。 

【小田嶋教育長】 

 他にはいかがですか。 

 補足をお願いします。 

【葛山教育政策室担当係長】 

 すみません。先ほど田中委員のほうから、生涯学習財団の記載がないということで、概要版に

ついては確かに触れてはいないというところですけれども、本編のほうの資料１というところの

７１ページにございますが、こちらを一つの事業として、社会教育関係団体の支援、連携事業と

いうことで、生涯学習部のほうで財団の運営支援というところで、一つの事業として位置づけて

おりますので、一応全く触れていないということではないということだけ御承知いただければと

思います。 

【二瓶教育政策室担当課長】 

 そういった意味では、学校給食会と生涯学習財団の２本ございますので、本当に細かく記載さ

れていることと、また改めて経営状況の方向等を別の案件でさせていただくという状況でござい

ます。以上でございます。 
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【小田嶋教育長】 

 他にはいかがですか。 

 岩切委員。 

【岩切委員】 

 御丁寧な説明をありがとうございました。一つだけ意見というか、こういうふうにしていただ

きたいというお願いですけれど、各施策のところに参考資料として、実績値が掲載されておりま

す。それで、でっこみひっこみというか、必ずしも全部右肩上がりではないですけれども、これ

はあまり小さい変化にとらわれ過ぎないようにしていただきたいなと思っています。こういった

ものは全体の傾向として、ひっこみながら少しずつギザギザを繰り返しながら上がっていけばい

いことなので、あまり小さいところにとらわれ過ぎずに、全体の傾向として上がっていくという

ところを目指していただきたいなということで、お願い申し上げます。 

【二瓶教育政策室担当課長】 

 ありがとうございます。 

【小田嶋教育長】 

 他にはいかがでしょう。 

 岡田委員。 

【岡田委員】 

 川崎の教育が前に進んでいるなというふうに実感しながら、今の御説明を聞かせていただきま

した。施策を通していかに人が育つかが、やはりポイントになるのだというふうに思いますので、

策は次善という言い方はちょっときついかもしれませんが、人こそ最善でございますので、そう

いった意味で、例えば施策２のところで、ＧＩＧＡスクール構想で教員向けハンドブックがいち

早く作成されましたよね。これなんかは、他市からするとすばらしいですねとか、何でこんなこ

とができるのですかとかというような声をよく私は聞くようになりましてですね。つまり川崎の

教育に責任を持っていくのは私たちしかいないので、そう考えたときにできることのベストを尽

くしていくというのがここにも現れているのだというふうに思っておりまして、さらに川崎の教

育が前進するためにいかに人をつくっていくのかとか、いかにこのことによって教職員が育って

いくのかという視点を、まあ、いつもお持ちになっていらっしゃるのですが、いつもそこに目を

向けていきながらというふうに思います。引き続き、私たちも頑張りますけど、一緒にやってい

きたいと思います。よろしくお願いします。 

【小田嶋教育長】 

 ありがとうございます。 

 石井委員。 

【石井委員】 
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 すみません。基本政策３のところで、帰国外国人児童生徒について、特別の教育課程による日

本語指導を実施しているということや、それから外国籍、これは基本政策の６ですかね。外国に

つながる子どもの学習支援、地域の寺子屋分教室を設立しましたということで、手厚く共生の関

係でやられるのですけれども、川崎市に国際交流センターという立派なセンターがありまして、

僕も幾つかこちらの事業には参加させていただいているのですが、この国際交流センターとの関

係といいますか、連携というものは何かこの中では図られているのでしょうか。 

【小田嶋教育長】 

 では、政策室長からお願いします。 

【田中教育政策室長】 

 特に大人の方に対するワンストップ窓口のほうは国際交流センターのほうで持っていただいて

おりまして、例えば、日本に来たばかりで生活上の相談があるというような場合にはそちらのほ

うを御紹介しております。また、私どもで新しく始めました、学校が文章ですとかを外国語に翻

訳することが必要な場合がございまして、そちらの事業については委託者と受託者の関係性で、

国際交流センターのほうにお願いをしております。以上でございます。 

【石井委員】 

 先ほど国際交流センターだよりをいただきまして、これを見ていましたら、外国につながる中

学世代の日本語、教科学習支援者のブラッシュアップ講座等が送られていますので、こういった

方々がいろいろな形で協力してもらえるというのも重要なことなのかなというふうには、ちょっ

と感じましたので、できるだけそういった形で連携が深まるようなことが今後望まれるのかなと

思います。以上です。 

【二瓶教育政策室担当課長】 

 今、御指摘の外国人等への対応ですが、実はここ５、６年の中で非常に児童数が特に、例えば

小学校で言えば、過去の数字から言いますと、平成２６年度では４００人弱だった数字が令和元

年度になりますと８００を超えるような、小学生だけでもそのような数になっているので、現状

にあるここでの事務事業だけではなくて、いろんな展開がこれから必要なのかなと思っておりま

すので、本日頂いた貴重な御意見を踏まえながら、今後こういった対応を進めてまいりたいと考

えております。以上でございます。 

【小田嶋教育長】 

 他にはいかがですか。よろしいでしょうか。 

 それでは、議案第２４号は原案のとおり可決してよろしいでしょうか。 

【各委員】 

 ＜了承＞ 

【小田嶋教育長】 
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 それでは、議案第２４号は原案のとおり可決といたします。 

議案第２５号 第２次川崎市教育振興基本計画かわさき教育プラン第３期実施計画策定に向けた

基本的な考え方について 

【小田嶋教育長】 

 次に、議案第２５号「第２次川崎市教育振興基本計画かわさき教育プラン第３期実施計画策定

に向けた基本的な考え方について」の説明を、教育政策室担当課長、お願いいたします。 

【二瓶教育政策室担当課長】 

 引き続きよろしくお願いいたします。 

 それでは、議案第２５号「第２次川崎市教育振興基本計画かわさき教育プラン第３期実施計画

策定に向けた基本的な考え方」について御説明いたします。 

 まず、表紙をおめくりいただきまして、右下に附番されております３ページをごらんください。

初めに、「１．策定の趣旨とプランの概要」でございますが、本市では、平成２７年３月に「第２

次川崎市教育振興基本計画かわさき教育プラン」を策定し、令和７年度までの１０年間を計画期

間として、「基本理念」及び「基本目標」を定め、教育行政を推進しているところでございます。

図表をごらんいただきまして、教育プランは基本理念・基本目標から事務事業までの４階層で構

成し、第２階層の基本政策から第４階層の事務事業までについて、おおむね４年ごとに見直しを

行う実施計画として、本年度をもちまして、第２次実施計画期間が満了することに伴い、社会状

況の変化等に柔軟に対応しながら、基本理念及び基本目標を確実に実現するため、令和４年度か

ら７年度までを新たな計画期間とする「第３期実施計画」を策定するものでございます。 

 次に、「２．第３期実施計画の概要」でございますが、名称・計画期間・構成につきましては、

記載のとおりでございます。次に、基本理念・基本目標を達成するための「８つの基本政策」に

つきましては、第２期実施計画における取組のさらなる拡充に向けて、引き続き推進すべきもの

と考えておりますことから、下段にございます、これまでの１から８までの枠組みを踏まえなが

ら、重点的に取り組む事務事業について見直しを行ってまいります。 

 左下に４と附番されている４ページをごらんください。「３．計画策定に向けた考え方」でござ

いますが、国の動向をはじめとする新たに対応すべき課題や社会の状況の変化に機動的に対応す

るため、第３期実施計画の策定を進めてまいります。 

 その下にございます「（１）本市をめぐる国の動向や社会環境の変化」といたしまして、主なも

のでございますが、新型コロナウイルス感染症による影響や各地で頻発する自然災害、また脱炭

素化やデジタル化に向けた取組、ＳＤＧｓの浸透、Ｓｏｃｉｅｔｙ５．０の進展などでございま

す。 

 次に、「主な教育課題」といたしまして、一つ目は、「新学習指導要領の全面実施」でございま

す。平成２９年３月から学習指導要領の全面的な改訂が行われ、小学校は令和２年度から、中学

校については令和３年度から全面実施をされ、高等学校では令和４年度から年次進行で実施され

ることとなっております。新学習指導要領では、「社会に開かれた教育課程」を重視し、学習の効

果の最大化を図るための「カリキュラムマネジメントの確立」が求められており、各教科等の指
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導に当たっては、資質・能力の育成のために「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業

改善を進めることが必要であると示されています。 

二つ目は、「教職員の働き方・仕事の進め方改革の推進」でございます。教職員の長時間勤務が

課題視される中、授業や学級経営、児童生徒指導等の本来的な業務に一層専念できる環境を整え

ていくため、着実に取組を進めていくことが求められています。 

 右上に行きまして、「ＧＩＧＡスクール構想の推進」でございます。昨年度、一人１台端末及び

高速大容量のネットワーク環境の整備が完了し、これまでの教育実践とＩＣＴの活用を組み合わ

せていくことで、学校教育は大きく変容し、教育の質を向上させることが期待されております。

また、災害等による臨時休業等の緊急時におきましても、自宅などで端末による学習を継続する

ことで、子どもたちの学習を保障することが求められております。 

 四つ目は、「子どもの多様化するニーズへの対応」でございます。特別な支援を必要とする子ど

もが増加し、また、いじめや不登校等の児童生徒の指導上の課題についても増加傾向にございま

す。加えて、近年では「ヤングケアラー」への支援や「子どもの貧困」への対応も求められてお

り、学校は子どもたちが安心して通える環境であることや福祉的な役割、また子どもたちの居場

所としての機能を担うことが求められております。 

 最後に、下段にございます五つ目の「家庭・地域における教育力の向上」でございます。子育

てや家庭環境を支える地域環境が大きく変化していることから、子育てに不安や悩みを持つ家庭

が増えており、保護者の学びの機会を提供することが必要です。また、人間関係の希薄化や少子

高齢化等を背景に、子どもと大人をつなぐ多様な活動や交流の場の必要性が高まっており、地域

の教育力の向上や持続可能な地域社会づくりに活かす取組が必要となっております。 

 次に、６ページをお開きください。「（２）第２期実施計画期間における主な取組状況」でござ

います。 

初めに、「社会的自立に必要な能力・態度と共生・協働の精神の育成」につきましては、自尊感

情や規範意識、学ぶ意欲、人と関わる力などを発達段階に応じて計画的に育む「キャリア在り方

生き方教育」を全校で実践しております。 

 次に、「『生きる力』の育成」につきましては、矢印の一つ目ですが、「確かな学力」を育むため、

全ての子どもが「分かる授業」を目指して、「習熟の程度に応じたきめ細かな指導」の研究実践を

進めております。また、二つ目としては、人権尊重教育の推進や、三つ目にあります読書活動を

通じた「豊かな心」の育成、健康給食の推進など「健やかな心身」の育成に向けた取組を進めて

おります。 

 次に、「ＧＩＧＡスクール構想に基づく取組の推進」につきましては、一人１台端末と、高速大

容量の通信ネットワーク環境を整備し、本年度から授業等で端末を活用し、段階的に指導内容の

充実を図り、「かわさきＧＩＧＡスクール構想」の推進に取り組んでおります。 

 次に、「一人ひとりの教育的ニーズに対応した支援」といたしましては、一つ目の矢印でござい

ますが、様々な支援を必要とする児童生徒の教育的ニーズに応じて、適切な相談・指導・支援に

取り組んでおります。二つ目としては、外国につながりのある児童生徒に対して、日本語指導を

はじめとした支援体制の見直しを図ってまいりました。 

 ７ページに行きまして、上段の「学校安全の推進」といたしましては、子どもたちの安全を確

保するため、スクールガード・リーダー等を配置するとともに、全校で防災教育を推進し、子ど

もたちの防災意識の向上に向けた取組を進めております。 
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 次に、「良好な教育環境の整備」といたしましては、学校施設長期保全計画に基づく計画的な改

修によりまして、老朽化対策、質的改善、環境対策等を実施するとともに、トイレの快適化やバ

リアフリー化など教育環境の向上に取り組んでおります。 

 次に、「教職員の働き方・仕事の進め方改革」といたしまして、「教職員の働き方・仕事の進め

方改革の方針」に基づき、教職員の負担を軽減する取組を進めるとともに、教職員一人ひとりの

働き方に関する意識改革に向けた取組を進めております。 

 次に、「家庭・地域の教育力の向上」といたしまして、一つ目の矢印でございますが、市民館な

どでの取組に加え、これまで各種講座等を受けることができなかった人に学びの機会を提供する

ため、地域活動団体や企業などと連携した取組を進めております。また、二つ目といたしまして、

地域人材が主体となって子どもたちの学びをサポートする「地域の寺子屋事業」につきましては、

昨年の末までで６５か所まで拡充いたしましたが、本年７月までに７１か所で開講しているとこ

ろでございます。 

 次に、「社会教育を通じた市民の出会い・学びの支援」でございますが、一つ目の矢印に、様々

な市民団体や大学等と連携しながら、地域を支える活動や市民主体の学習を担う人材の育成に取

り組み、矢印二つ目として、学校施設の有効活用、特に利用が少ない特別教室の活用を推進する

ためのプロジェクト「Ｋａｗａｓａｋｉ教室シェアリング」に取り組んでおります。また、三つ

目として、市民館・図書館等におけるサービス向上や施設の長寿命化など、生涯学習環境の整備

に取り組んでおります。 

 最後に、「文化財の保護活用と博物館の運営」でございますが、一つ目の矢印でございますが、

郷土への愛着を高め、文化の向上と発展に貢献するため、文化財の保護・活用とともに、ボラン

ティア等の地域人材と協働連携に取り組んでおります。また、二つ目といたしまして、橘樹官衙

遺跡群につきましても、市民等の協力を得ながら保存・整備・活用を進め、三つ目の、博物館施

設につきましては、新型コロナウイルス感染症の影響で来園が困難な方に向けてオンラインコン

テンツを活用し、施設の魅力ＰＲなどの取組を進めてきたところでございます。 

 ページをおめくりいただきまして、８ページをごらんください。「（３）第３期実施計画策定に

向けた基本政策ごとの主な課題」でございまして、こちらは第３期実施計画において、どのよう

な取組を進めるかについて基盤となるものでございます。 

 初めに、基本政策Ⅰ「人間としての在り方生き方の軸をつくる」でございますが、一つ目に予

測困難な時代を生きるためには、自立した人間として主体的に判断し、多様な人々と協働する人

材の育成が求められていること。二つ目に、「キャリア在り方生き方教育」を全教職員が、その意

義を十分に認識しながら、全校で計画的に取組を推進することで、子どもたちの社会的自立に向

けた力などを育むことが必要です。また、三つ目の「キャリア・パスポート」を活用し、小学校

から高等学校までの計画的・系統的な「キャリア在り方生き方教育」のさらなる充実に向けた検

討を進める必要があることでございます。 

 次に、基本政策Ⅱ「学ぶ意欲を育て『生きる力』を伸ばす」でございますが、一つ目として、

新学習指導要領が全面実施されたことから、各学校におけるカリキュラムマネジメントの確立に

向けた支援を行う必要があること。二つ目として、「かわさきＧＩＧＡスクール構想」を推進し、

「個別最適な学び」と「協働的な学び」の実現が求められていること。三つ目として、引き続き、

「確かな学力」、「豊かな心」、「健やかな心身」の育成により、子どもの「生きる力」を伸ばすこ

と。四つ目として、「かわさきパラムーブメント」の理念を実現するため、共生・協働の精神を育
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むこと。五つ目として、性的マイノリティーの理解促進や新型コロナウイルス感染症による差別・

偏見への対応など、様々な観点から人権尊重教育を推進していく必要がございます。 

 次に、基本政策Ⅲ「一人ひとりの教育的ニーズに対応する」でございます。一つ目として、「か

わさき共生＊共育プログラム」を引き続き推進し、二つ目として、インクルーシブ教育システム

を構築し、児童生徒一人ひとりの教育的ニーズに的確に応える指導を提供できる仕組みを整備す

る必要があること。また、三つ目のきめ細やかな相談・指導・支援に取り組むため、学校におけ

る支援体制の構築や専門機関との連携の仕組みづくりなど、切れ目のない支援策を検討する必要

がございます。また、四つ目の経済的理由により学習機会を奪われることのないよう、国や県の

動向を踏まえた就学支援が求められております。 

 次に、基本政策Ⅳ「良好な教育環境を整備する」でございますが、一つ目として、全ての子ど

もが安全で安心に教育を受けられるよう、自らの命を守るための取組や、通学路また学校施設等

の安全確保が必要であること。二つ目として、緊急時においても各学校が危機管理を徹底し、学

校運営を行えるよう支援していく必要があること。三つ目として、学校施設の老朽化対策、バリ

アフリー化の推進など、教育環境のさらなる向上が求められていること。四つ目として、義務標

準法の改正に伴う３５人学級への移行や、本市においては、今後も児童生徒数の増加が見込まれ

ており、児童生徒数や学級数の動向を注視しながら、適切な対応を図り良好な教育環境を維持し

ていくことが必要です。 

 次に、基本政策Ⅴ「学校の教育力を強化する」でございます。初めに、教員が本来的な業務に

一層専念できるよう、学校運営体制の再構築を進める必要があること。二つ目として、教員の質

を低下させることなく人材を確保することが必要であること。また、教職員の総合力を最大化さ

せられるよう研修の推進体制を整備していくことが求められていること。三つ目として、「地域と

ともにある学校」の実現に向けて、学校運営協議会の拡充など、地域が学校運営参画するための

持続可能な仕組みの実現に向けた取組を進める必要がございます。 

 次に、基本政策Ⅵ「家庭・地域の教育力を高める」でございますが、一つ目として、家庭が抱

える課題は多様化しており、家庭教育の推進に向けた取組を進めていく必要があること。二つ目

として、地域教育会議について、地域と学校の双方向の連携・協働に向けた丁寧な支援により、

地域の教育力向上を図る必要があること。また、三つ目として「地域の寺子屋事業」をさらに広

げ継続していくために、運営団体やコーディネーターの発掘・養成に加えて、地域人材や団体の

確保が必要でございます。 

 次に、基本政策Ⅶ「いきいきと学び、活動するための環境づくり」でございます。一つ目とし

て、シニア世代の知識・経験を地域の課題解決に活かす仕組みづくりなど、生涯学習の役割が一

層重要になることや、二つ目の、市民館や図書館が社会状況の変化に的確に対応するとともに、

「学びと活動を通じたつながりづくり」の役割を果たしていく必要がございます。 

 最後に、基本政策Ⅷ「文化財の保護活用と魅力ある博物館づくり」でございます。一つ目とし

て、文化財のさらなる保護・活用に向けて、ボランティアなどの地域人材と協働しながら取組を

進める必要があること。二つ目として、橘樹官衙遺跡群につきまして、引き続き調査・研究を進

め、さらなる活用や整備に向けた取組を推進する必要があること。三つ目として、日本民家園と

かわさき宙と緑の科学館につきまして、それぞれの博物館活動の充実を図るとともに、関係部署

とも連携し、サービス向上や国内外への魅力発信に取り組むことが必要です。 

 次に、１０ページをごらんください。「４．他の行政計画等との連携・調整」についてでござい
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ますが、第３期実施計画の策定に当たりましては、本市総合計画をはじめとする関連する分野別

計画等の多くが同じ時期に改訂を行うものでございますので、しっかりと連携・調整を行ってま

いります。 

 また、次に、中段の「５．策定体制」でございますが、事務局内における「かわさき教育プラ

ン策定推進本部会議」及び庁内ワーキンググループでの調整を図りながら、学識経験者や市民、

教職員代表等で構成する「川崎市教育改革推進会議」におきまして、御意見を伺いながら計画案

を策定してまいります。 

 最後に「６．スケジュール概要」でございますが、本日の教育委員会において御審議いただい

た後、こちらの「基本的な考え方」を市議会へ報告するとともに、本市ホームページ等において

公表をしてまいります。また、１１月下旬には素案として取りまとめ、１２月中旬にパブリック・

コメントの手続を経て、２月上旬に第３期実施計画の案を公表、その後、３月下旬の教育委員会

会議において御審議いただきまして、成案として公表する予定となっております。 

 議案第２５号についての説明は、以上でございます。御審議のほど、よろしくお願いいたしま

す。 

【小田嶋教育長】 

 ありがとうございます。 

 今、説明にありましたように、今後素案をつくり、計画案として最終的に決定していくまでの、

その基本的な考え方ということですので、その部分での御質問や御意見を伺うことになると思い

ます。ですので、今の説明でいいますと、主な教育課題のところですとか、あるいは基本政策ご

との主な課題というところで、こういうところが課題でこういう必要があるといったこと、そう

いう考え方に立って、今後素案作成に向けていくということになりますので、そういった視点で

の御質問や御意見を伺えればというふうに思います。いかがでしょうか。 

 田中委員。 

【田中委員】 

 どうも、御説明ありがとうございました。 

 大きな柱として三つほど、できるだけ簡単に聞きますのでお願いします。 

 一つ目は、４ページから５ページに書かれている、今、教育長が言われた主な教育課題という

ところですけども、ざっと見て、この五つは、学校教育と子どもだけですよね。１番から４番は

学校教育のこと、最後５番は、もちろん子どもの支援を通した大人のあれというのはもちろんあ

りますのでそこは入っていますけど、ただ、あくまでも教育力の向上という観点ですよね。これ

でいくと、基本政策の７と８に相当するところが教育課題としてはないということになろうかと

思います。一方で、川崎の教育は社会教育を中心として成人教育にすごく力を入れてきて、これ

はもう全国でもトップクラスなんですよね。それが、ここでほとんど反映されてないということ。 

それから、主な環境の変化のところでＳＤＧｓとか、今、いろんな社会的な課題が入っていま

すね。この社会的な課題を解決する教育こそが非常に大事なので、それをぜひ入れていただきた

いと思うのです。 

ですから、今言ったことをひっくるめると、例えば６番目の柱として、様々な社会的課題を子

どもと大人が一緒になって学ぶとか、それから学びを通した地域づくり、社会づくりとか、要す
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るに「川崎の教育が社会を変えるのだ」ぐらいの意気込みで教育プランをつくっていただきたい

と思うのですね。ですから、成人教育ということと、社会的な課題を解決するための教育という

のをひっくるめ、別に大人にこだわらず、子どもから大人までが地域の中で、また学校と連携し

ながら社会的な課題をみんなで学び、そして地域と社会をこれからもっとよくしていくのだ、そ

ういう教育の在り方というのを、ぜひ６番目の柱で入れていただけるとありがたいと思っていま

す。 

 それから、大きな２番目は、９ページの基本政策Ⅶですけれど、ここで細かく三つほど、もし

可能なら、ということで言ってみたいと思います。 

 一つは、一つ目の黒ぽちのところで、先ほど点検評価の報告書に財団等社会教育関係団体が入

ってくると、確かに拝見しました。社会教育関係団体は、自主的な市民の学びをサポートしてい

くとても重要な制度で、社会教育法にも位置づけられているものですね。ただ、実際には、社会

教育関係団体が、非常に、もしかしたら停滞しているかもしれないとか、いろいろあると思うの

です、行政から見て。だから、そこはもちろん、もっと活性化するのはもちろんですけども。た

だ、ここで例えばなんですけど、４行目の初めのほうから「また」がありますね。「また、身近な

学校施設のさらなる活用など」、あと「市民の主体的」と続くので、ここに「身近な学校施設のさ

らなる活用、社会教育関係団体の支援」とか、あるいは「活性化促進」とか、「など、市民の主体

的な活動」というふうにしていくと、自主的な市民の活動を盛り上げながら地域を良くしていく

というような感じが出るかなと思うのです。 

細かい２番目は、次の黒ぽちの最後から２行目のところで、最後から３行目から変わりますけ

ど、「学びに活動を通じたつながりづくり」とありますけど、これは、例えば文科省の答申で言っ

ている「人づくり・つながりづくり・地域づくり」という、何かキャッチコピーがありますけど、

ああいうものを捉えるならば、つながりだけではなくて、やっぱり地域をつくるということがと

ても大事だと思うので、「学びと活動を通じたつながりづくり・地域づくり」としていただけると、

もっと地域を変える社会教育というのが出るんじゃないかなと思います。 

 それから３番目には、先ほどの報告書を見ると、社会教育関係団体と生涯学習財団、何か並び

称されていて、それぞれに助成しますという雰囲気ですけど、社会教育関係団体は市民の自主的

な活動だから、これを助成するのは当然ですけども、財団のほうは、むしろ制度上は助成という

制度かもしれませんけど、川崎市のかなりの公金を使いながら社会教育の一部をやってもらって

いるので、これは、単にそれをサポートするんじゃなくて、川崎の生涯学習推進政策の中の、こ

の部分を特にやってもらおうという、かなり明確な形で、むしろ委託といいますか、この部分、

市民館ではできない、行政本体でもできない、財団だからこそできるという部分を特にお任せす

るという形で明確に位置づけていかないともったいないような気がします。このように書くかは

別にして、プランづくりの内容的に、その辺り考えていただけるとありがたいと思います。それ

が大きい２番目で。 

 大きい３番目は、先ほども言いました横串的な何か、ＳＤＧｓであるとか、そういうのがあれ

ば、縦割りだけではなくて、横から刺して幾つかの政策の柱に関係しているものを総合的に推進

するというのが、恐らく考えれば出てくるんじゃないかと思うので、その辺り、お願いできれば

と思っています。 

 以上です。 
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【小田嶋教育長】 

 ありがとうございます。 

 田中委員の御専門の立場から、より具体的に大きく三つと、二つ目のところは三つということ

で、今言った御意見、御要望をどういうふうに受け止めながら進めていくか、その考えを少しお

示しいただければと思います。 

【二瓶教育政策室担当課長】 

 大変貴重な御意見いただいたと思います。我々が、今、基本的考え方を策定していく中で、い

ろいろ庁内で検討しながら案をまとめたところでございますが、まだまだ至らぬ点もございまし

て、今後、本当に細かい事務事業の構成から策定していく中で、今日頂いた貴重な御意見を踏ま

えながら、この本編といいますか、策定作業をしっかり進めていきたいと思います。ありがとう

ございました。 

【小田嶋教育長】 

 他にはいかがでしょうか。 

 高橋委員。 

【高橋委員】 

 ８ページ、９ページの主な課題のところで２点あります。 

 先日の総合教育会議の不登校の子どもの対応のときにお話ししたと思うのですけれど、親同士

のつながりとか、親がどこにつながるかというところがすごくこれから大事になってくると思い

ますとお話をしたと思うのですけれど、基本政策Ⅵの家庭・地域の教育力を高めるというところ

に入るのかなと思いながら考えていたのですが。家庭教育の推進というところは、すごくシンプ

ルに言うと、各学校のＰＴＡが成人教育ということでやっているような研修というか、講習がメ

インなのかなと思っているのですけれど、外側から見ると、もちろん各市民館のコーディネータ

ーの方がすごくアドバイスしてくださったりとかというのがあるのですけれども、何となく親の

つながりを強めるというところには手が正直届いていないかなという感じがしています。なので、

今後、家庭内教育力を高めるというところ、親同士のつながりを強めるとか、そういうところが

もうちょっと他の施策がそろそろないと、ちょっと難しいかなというところが１点です。 

 もう１点は、防災についてのところですけども、防災教育を推進するというお話は、総合教育

会議のところにも出ましたし、ここで言うと７ページの学校安全の推進というところに書かれて

いるのですけれど、基本政策でいうと、Ⅳというイメージでよろしいのでしょうか。防災教育も

ですし、防災って、何か事があったときに動くのは地域の人だったりするのですけど、そこの連

携はまだまだ薄いなというふうに私も実体験として思っているところがあるので、防災のところ

をもう少し施策として何か充実して入れてもらえると、何が起きるか分からないというところで

ありがたいなというふうに思います。 

【二瓶教育政策室担当課長】 

 ありがとうございました。 

 今頂きました防災に関しましては、基本政策Ⅳに該当してまいります。地域の防災力を高める
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という視点では、例えば、市役所で言えば危機管理室であるとか、各区役所の危機管理担当、そ

れから、各町内会・自治会等で構成されたりしております避難所等の防災組織等もありますので、

教育としてできることもそうですが、ここに書き切れなかったとしても、そういった関係部署・

機関等の連携は各学校においても大変重要なことでありますので、そうした視点も可視化できる

ようにと言ったら変ですけども、今後策定していく中では重要な視点かと存じますので、検討さ

せていただきたいと思います。 

【小田嶋教育長】 

 もう一つ、基本政策Ⅵの、先ほどの親のつながりを強めるという視点での部分ですね。じゃあ、

お願いします。 

【葛山教育政策室担当係長】 

 総合教育会議の、そういった御意見あったことは重々承知しておりまして、ちょっとすみませ

ん、私の表現力のなさがというところがあるのですけど、５ページの教育課題のところの、子ど

もの多様化するニーズへの対応というところで、下から２行目のところですけれども、「区役所等

の子育て支援・福祉関係部署等と連携し、家庭への支援の実施や」というところにその思いを込

めたつもりだったのですけども、少し分かりづらいところはあろうかなというところだったので、

今後、プランのほうを策定するに当たりましては、少し工夫していきたいと考えております。 

【二瓶教育政策室担当課長】 

 もう一つ、ちょっと補足させていただきますと、教育委員会の中には、各区に区・教育担当が

おりまして、そこにスクールソーシャルワーカー等配置しております。そこに配置している強み

といたしましては、やはり地域みまもり支援センター等の関係機関が区役所の一つ屋根の下にあ

りますので、そういったところ、ここでの表現は、ちょっと足らずという状況で今日お示しとい

う形になってしまいましたけども、そういった総合教育会議等での御意見も踏まえながら、そこ

はしっかり進めてまいりたいと思います。 

【高橋委員】 

 関係各所との連携というところは書いてあるなというのは思っていて、「よかった、よかった」

というふうに思っていたのですけれど、やっぱり孤独になってしまうというところが、例えば不

登校のお子さんを抱える御家庭とか、いろんな、そういう難しい問題があるお家にいて、孤独か

ら追い詰められて悪循環みたいなことはやっぱりあると思うので、支援するところにつながると

いうのも必要ですけれど、当事者同士が横でつながっていくことは本当に大事なことだと思うの

で、それが今のところ、なかなか施策として教育委員会ができることはないかもしれないのです

けど、それを念頭に置いた各所との連携とか、何かあるといいなという、ちょっとまだ明確にア

イデアとかはないので、感覚的な話で申し訳ないのですが。 

【二瓶教育政策室担当課長】 

 しっかり調査、研究してまいります。 
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【小田嶋教育長】 

 岩切委員。 

【岩切委員】 

 多角的なアプローチ、ありがとうございました。 

 ４ページ、５ページのところで、４ページのところに主な環境の変化ということで、日本を取

り巻く状況というのが端的に書かれているのですけれど、それに加えてしいて言うならば、とい

うので、ちょっとコメントさせていただきたいのですが、川崎の場合、やはり外国人の方が非常

に多かったりとか、あるいは、他の市区町村には見られないのに、いまだに児童生徒数が増えて

いるとか、そういった川崎ならではの特徴を、ぜひもっと入れ込んでいただけたらいいかなとい

うふうに思いました。例えばの例でございますけれども、今後３５人学級ということが進められ

ていく中で、９ページ目にある、この基本施策Ⅳのところでも、人口が減っていって児童生徒数

が減っていく中での３５人学級と増えていくところの３５人学級は、多分アプローチの仕方は違

うと思いますので、ぜひそのところを川崎市ならではの取組というところを明示していただけた

らうれしいかなというふうに思いました。多分、いろいろとアプローチするところがあると思い

ますので、その辺を強調していただけたらと思います。 

 それから、一つだけ質問ですけれども、この「８つの政策」を、基本政策のところを掲げた後

に、その後の施策とか事務事業のところに落とし込んでいくという、そういうステップになるの

でしょうか。 

【二瓶教育政策室担当課長】 

 そうですね。今、岩切委員の御質問の内容にあったとおり、この基本政策、大まかな、対照的

なところの政策を立てながら、先ほど、点検評価の中では４６の事務事業というお話がありまし

て、そういった作業を進めていく中で徐々に徐々に下の階層の事務事業のほうに積み上げていく

というか、細かい内容を記載していく形になります。 

 以上でございます。 

【小田嶋教育長】 

 岡田委員。 

【岡田教育長職務代理者】 

 とても大切なものでありますので、本当によくプランを、課題を踏まえてつくってくださって

いるなというふうに思います。国は令和の日本型学校教育の構築を目指してという答申をしまし

て、そこの内容もとてもよく盛り込まれているなというふうに思います。だからこそ、令和の川

崎型学校教育の構築ということになるのだというふうに思います。 

 そこで、ちょっと教えてください。例えば、令和の日本型学校教育の中で示されているような、

いわゆる幼児教育の内容に関してのものが書かれて、幼児教育ですね。それに関して、この施策

の中では、例えば幼小の連携であったりとか、スタートカリキュラムのことであったりとかとい

うのは、どこに示されるのでしょうかね。 

 それから、同じく９年間を見通した新時代の義務教育の在り方のところで、令和の在り方学校



27 

教育ですが、義務教育９年間を通した教育課程、指導体制、教師の養成等の在り方の一体化を進

めるというのがあるので、その９年間を通したというのが、これからも示されていくのだと思う

のですが、それは、ⅠからⅧまでのどこに示されているのかなということと。 

 あと最後にもう一つ、同じく新時代に対応した高等学校教育等の在り方についてということで、

ＳＴＥＡＭ教育みたいなものが令和の日本型教育では示されているのですけども、そこら辺に当

たる部分というのは政策のどこに入るのかという、その三つですね。 

 小学校との円滑な連携、幼児教育と小学校の円滑な連携と、それから、義務教育９年間を通し

た教育課程、指導体制、教員養成等の在り方、それから高等学校の教育についてのところを教え

てください。 

【二瓶教育政策室担当課長】 

 まず、ちょっと先に、９年間を見通した小中連携のところと、高等学校の魅力ある高等学校、

計画をつくっておりますけども、そこについては基本政策Ⅱに加えてまいります。 

 ちなみに、幼児教育につきましては、実は以前は川崎市でも公立幼稚園がありまして、幼児教

育を一時期、この教育委員会で担っておりました。その後、部署が移管されまして、今はこども

未来局のほうが幼児教育の担当となっておりますが、川崎市内に私立幼稚園のみになっておりま

して、ベースとしては神奈川県にあります私学振興課のほうになりますかね、所管が。そちらが

メインになってまいります。なので、手前のほうのプランの中では、小中高のところに、学校そ

れぞれでは、例えば校庭開放ではないですけども、幼稚園の行事に使ったり、それぞれの取組は

あるのですが、今、幼児教育については所管が移動しているということで御理解いただきたいと

思います。 

【小田嶋教育長】 

 よろしいですか。 

【岡田教育長職務代理者】 

 はい。ありがとうございます。 

【小田嶋教育長】 

 他にはいかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

 それでは、議案第２５号は原案のとおり可決してよろしいでしょうか。 

【各委員】 

 ＜了承＞ 

【小田嶋教育長】 

 それでは、議案第２５号は原案のとおり可決といたします。 

 傍聴人の方に申し上げます。 

 会議開催当初にお諮りして決定しましたとおり、これからは非公開の案件となりますので、「川

崎市教育委員会傍聴人規則」第６条の規定に基づきまして、傍聴人の方は御退出くださるよう、



28 

お願いいたします。 

＜以下、非公開＞ 

１０ 報告事項Ⅱ

報告事項Ｎｏ．３ 「川崎市総合計画」第２期実施計画令和２年度事務事業評価結果について

【小田嶋教育長】 

 続いて、報告事項Ⅱに入ります。 

 報告事項Ｎｏ．３「『川崎市総合計画』第２期実施計画令和２年度事務事業評価結果について」

の説明を、教育政策室担当課長、お願いいたします。 

【二瓶教育政策室担当課長】 

 引き続き、よろしくお願いいたします。 

 報告事項Ｎｏ．３でございます。「『川崎市総合計画』第２期実施計画令和２年度事務事業評価

結果について」について、御説明いたします。 

 まず、お手元の資料の、こちらのホチキス留めの（１）から（５）まで、項目が並べられてい

る、こちらのページの表紙をめくっていただき、１ページをごらんください。頭に囲みで「『川崎

市総合計画』の取組」と、こちらになります。 

 では、１ページをごらんいただきまして、川崎市総合計画でございますが、全ての行政計画の

基本となる計画でございます。本計画の趣旨に基づき、「成長と成熟の調和による持続可能な最幸

のまち かわさき」の実現を目指しております。 

 ２ページをごらんください。本計画は、平成２８年３月に策定され、３０年度程度を展望した

「基本構想」、おおむね１０年を対象とした「基本計画」、４年ごとの「実施計画」で構成されて

おります。今回の評価対象となります「第２期実施計画」につきましては、平成３０年度から令

和３年度の４か年を計画期間とし、第３階層の施策及び第４階層の事務事業が評価対象となって

ございます。 

 ３ページをごらんいただきまして、本計画では、基本構想といたしまして「めざす都市像」「ま

ちづくりの基本目標」を定め、その下にあります黒地に白抜きになります「５つの基本政策」が

定められております。また、その下に属する白い連なるボックス２３個が政策となっておりまし

て、このうちの基本政策２「子どもを安心して育てることのできるふるさとづくり」に連なる政

策２の「未来を担う人材を育成する」及び３の「生涯を通じて学び成長する」、また基本政策４の

８になります「スポーツ・文化・芸術を振興する」の中の一部に教育委員会関連の事務事業が含

まれておりまして、教育委員会といたしまして、合わせて４６の事務事業が位置づけられており

ます。 

 ４ページをお開きください。評価結果についての全体概要でございます。中段にございます

「（１）施策・事務事業の評価」にありますとおり、施策の評価につきましては２年に一度実施し

ておりまして、今回の事務事業の評価は、毎年実施するものでございます。 

 また、５ページに移りまして、一番下段にあります「４ 公表スケジュール」でございますが、

評価結果につきましては市議会への報告、報道機関への情報提供など、公表を行ってまいります。 



29 

 次に、６ページをごらんください。評価結果についての教育委員会事務局分でございます。２

の評価結果の概要でございますが、その下の表１にありますとおり、達成状況区分は５段階で分

かれております。教育委員会が所管する事務事業４６事業につきましては、「目標を上回って達成」

を表す達成度２が４事業、「目標をほぼ達成」を表す達成度３が２６事業、「目標を下回った」を

表す達成度４が１６事業ございました。この中で、目標を上回った事業及び下回った事業につい

て抽出して御説明いたしますので、右側７ページをごらんください。 

まず、目標を下回った事業について御説明いたします。一番左に附番されております通し番号

のうち、２番「学力調査・授業改善研究事業」でございますが、市学習状況調査の実施や学習指

導要領の改訂への対応をしたものの、国による全国学力・学習状況調査は新型コロナウイルス感

染症の影響により中止となったことから、「目標を下回った」ことを表す「事業の達成度」を「４」

としております。 

 また、下から２番目にございます５番の「理科教育推進事業」でございますが、こちらは理科

支援員の全小学校配置や先端科学技術者の派遣授業の実施を行ったものの、横浜国立大学と連携

した中核理科教員養成プログラム、こちらが新型コロナウイルスの影響により中止となってしま

ったことから、「事業の達成度」を「目標を下回った」「４」としてございます。 

 以降、次の８ページ以降になりますけども、「事業の達成度」が「目標を下回った」としている

「４」としている事業につきましては、主に新型コロナウイルスの影響によりまして、計画して

いた取組を中止または縮小とせざるを得なかったものでございます。現時点におきましても、新

型コロナウイルスの影響は続いておりますが、イベントや研修などにつきましては、可能な限り

オンラインで開催するなど、その開催方法を工夫することで事業の目的を達成できるよう取り組

んでいるところでございます。 

 こうした新型コロナウイルス等の影響がある中ではございますが、「事業の達成度」が「目標を

上回った」として「２」を振っている事業について御説明いたします。 

 ページ番号で言いますと９ページをごらんください。通し番号で言いますと、一番上の１４番

でございます。「教育の情報化推進事業」につきましては、第２期のこの計画策定時には計画がご

ざいませんでした「ＧＩＧＡスクール構想」でございますが、昨年度、一人１台端末の整備や高

速大容量ネットワークの整備、こちらを着実に行いまして、学校のＩＣＴ環境の整備が一気に進

んだことなどにより、「目標を上回った」ことを表す「事業の達成度」を「２」といたしました。 

 １枚おめくりいただきまして、１０ページをごらんください。下から３番目の２４番になりま

す「学校安全推進事業」でございますが、スクールガード・リーダーの配置数、従来の２０名の

計画に対しまして２５名を配置し、通学路の安全確保等を推進したことなどから、こちら、「目標

を上回った」ことを表す「２」といたしました。 

 そのページの一番下段にございます２６番の「学校施設環境改善事業」でございますが、学校

トイレの快適化やエレベーター設置などの取組が目標数を上回り、また、当初計画になかった取

組といたしまして、登戸の事件も踏まえまして全ての小学校に防犯カメラを整備したことにより、

コロナ禍におきましても学習環境を確保するためのスポットクーラーの整備などによりまして教

育環境の向上を図ってきたことから、「目標を上回った」ことを表す「２」としてございます。 

 最後になりますが、１３ページをごらんください。中段にございます４４番の「橘樹官衙遺跡

群保存整備・活用事業」でございますが、史跡巡り等活用事業の参加者が目標２５０人に対しま

して、新型コロナの影響が続く中、対策を講じながら実施することで、結果として３７４人の実
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績となりました。コロナ禍でも参加者を確保し、遺跡への理解・認識を深めることにつなげるこ

とができたことから、「目標を上回った」ことを表す達成度として「２」とさせていただきました。 

 「『川崎市総合計画』第２期実施計画令和２年度事務事業評価結果について」の説明は以上でご

ざいますが、本結果につきましては、８月３１日の文教委員会におきまして御報告を行う予定で

ございます。 

 事務局からの説明は、以上でございます。 

【小田嶋教育長】 

 御質問等はございますでしょうか。 

 石井委員。 

【石井委員】 

 学校の安全対策ということで、防犯カメラの設置ですとかスクールガード・リーダーの配置拡

充ということで、非常に成果が上がったということなので、引き続き、また努力をしていただき

たいと思いますけども、スクールガード・リーダーの任命は、どんな方でしょうか。 

【二瓶教育政策室担当課長】 

 スクールガード・リーダーは警察のＯＢの方であるとか、地域の方をよく存じ上げていただい

ている方にお願いしておりまして、巡回をしていただきながら通学路の安全対策を図っていただ

いているところでございます。見守りをしていただいているという状況でございます。 

【小田嶋教育長】 

 基本的には、スクールガード・リーダーは全員警察のＯＢで、地域の御協力いただいているス

クールガードをリードしていただこうと、いろいろ御指導していただいたりしている、そういう

形になっております。 

 他にはいかがでしょうか。 

 田中委員、どうぞ。 

【田中委員】 

 どうもすみません。１３ページの４２番ですけど、さっきから私が気になっていたのは、こう

いうことだったのだなというのが分かったのですが、生涯学習財団と社会教育関係団体が同じ枠

に入っているのですね。それぞれが自主的な活動であって、それを支援するというふうに位置づ

けられているので、先ほどから報告でも並び称されていたというのが分かりました。ただ、生涯

学習財団は社会教育関係団体ではないので、市が出資して、ある一定の事業をやってもらってい

るわけですよね。自主的な団体ではなくて、かなり行政本体とは違う形で、市民館や行政本体で

やらない、できないようなことを、そこにやってもらっているという位置づけだと思うので、ち

ょっと何か、この辺の位置づけを考え直したほうがいいんじゃないかなと、少し気になりました。 

 以上です。 

【二瓶教育政策室担当課長】 



31 

 検討させていただきます。ありがとうございます。 

【小田嶋教育長】 

 他にはいかがでしょうか。 

 高橋委員。 

【高橋委員】 

 事業の評価ですけれど、残念ながら４という評価が多くなってしまったわけですが、ざっと読

んだところを見ると、基本的にコロナの影響がすごく大きくて、いろんな事業ができなかったと

いうところが主な原因だろうなというのは分かったのですけど、コロナを差し引いたところの部

分というのは、どんな感じだったのかなというのをお聞きできればと思うのですが。 

【二瓶教育政策室担当課長】 

 達成度等の、この考え方、当初の目標に対して、基本的にはアウトカム指標といいますか、成

果指標を設定しながら、実際、このコロナという状況で４になってしまったという状況がありま

す。ただ、そういった中でも、代替の取組、例えばオンラインの取組であるとか、そういったと

ころで、番号で言いますと１０番、ページ番号で言うと８ページの１０番ですね、ここ、多文化

共生事業なんかにつきましては、ここも中段に二つ目の黒丸にございますように、コロナ等の影

響によりまして、第１回目は中止となってはおるのですけども、第２回は書面開催をしておりま

す。こういった中止をしている中でも、講師派遣の増であったりとか、いろんな工夫をしながら

できているところに関しましては、当初からの目標、例えば来館者数何人と言っているところで

下回ってしまって４としているところもあるのですが、こういった取組、いわゆる活動指標的な

ところで代替の取組ができたりですとか、工夫して開催できたところに関しましては３としてい

るところでございます。なので、コロナの影響を受けて一律に４としているわけではなくて、代

替の取組等工夫ができたところにつきましては、３という達成度をお示しさせていただいている

ところもございます。 

 以上です。 

【高橋委員】 

 細かいところを見ると、４と書いてあるところもコロナで対面でできないところ以外は、ちゃ

んとやっていただいているのだなというのを読むと分かるのですけど、数字だけ４と出てしまう

と、そういうのが見えなくなってしまうなというところがあったので。でも、コロナがあっても、

さらにプラスでいろいろやっていらっしゃるというような事業もあるということだったので、こ

れからも厳しい状況が続くと思うのですけれども、引き続きお願いしたいと思います。 

【小田嶋教育長】 

 他にはいかがでしょう。 

 岩切委員。 

【岩切委員】 
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 今の高橋委員の話と非常に近い話ではあるのですけれども、こういった評価を受けて、今年度、

どういうふうに実施していくかというところが非常に大事かなというふうに思います。その中で、

コロナの影響は、多分、今年度もかなり続くだろうということと、やはりデルタ株の影響があっ

て、ますます厳しくなる側面があるかと思いますので、去年と同じことを繰り返すと、そこは何

も対応してこなかったということになってしまいますので、ぜひ、計画の見直しであるとか、あ

るいは対応の仕方を変えるとか、ぜひ、昨年度の経験を踏まえて変えていくような柔軟な取組を

していただけたらなというふうに思いました。よろしくお願いいたします。 

【二瓶教育政策室担当課長】 

 かしこまりました。いろいろオンライン等で工夫しているケースもございまして、そういった

ものを推進しながら、さらに上回ったところにつきましては、そこで満足することではなくて、

さらに高みを目指していくではないですが、取組を推進していきたいと思います。ありがとうご

ざいました。 

【小田嶋教育長】 

 昨年度と違う状況では、ＧＩＧＡパソコンが配置されているというところで、この事業、それ

ぞれの中でどこまで活用できるかということはありますけど、今後は、やっぱりその部分で、去

年できなかったことを、可能性を広げていくということはしっかりやっていきたいと思いますの

で。 

 他にはいかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

 それでは、報告事項Ｎｏ．３について、承認してよろしいでしょうか。 

【各委員】 

 ＜承認＞ 

【小田嶋教育長】 

 それでは、報告事項Ｎｏ．３は承認といたします。 

 ここで、１０分程度の休憩を取りたいと思いますが、いかがでしょうか。 

【各委員】 

 ＜了承＞ 

【小田嶋教育長】 

 では、再開は１６時５分といたします。それでは休憩といたします。 

（１５時５５分 休憩） 

（１６時０５分 再開） 

【小田嶋教育長】 

 それでは、会議を再開いたします。 
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報告事項Ｎｏ．４ 学校プールの効率的な運用・整備の推進について

【小田嶋教育長】 

 次に、報告事項Ｎｏ．４「学校プールの効率的な運用・整備の推進について」の説明を、教育

環境推進室担当課長、お願いいたします。 

【吉田教育環境整備推進室担当課長】 

 それでは、報告事項Ｎｏ．４「学校プールの効率的な運用・整備の推進について」、御説明いた

します。 

 初めに、１の学校プールの運用・整備に関する「現状と課題」についてでございますが、一つ

目の黒丸にございますとおり、水泳が苦手な者も含めた児童・生徒の泳力向上には、専門的かつ

効果的な水泳指導が必要であり、水泳授業の質の向上が求められているところでございます。続

いて、二つ目の黒丸でございますが、プールの清掃等のほか、児童生徒の安全を確保しながら水

泳授業を行わなければならないなどの、プールの維持管理・運営における教職員等の負担も課題

となっております。続いて、三つ目の黒丸でございますが、暑さや台風、ゲリラ豪雨等により、

近年、授業を実施できないことが増えてきており、着実な授業時間を確保することも課題となっ

ているところでございます。最後に、四つ目の黒丸でございますが、学校プールの耐用年数は３

０年であるところ、これを超過したプールは９４施設と老朽化が進行しており、その横の四角枠

にございますとおり、仮に、これら全てを更新した場合には、１３６億円の経費を要する試算と

なっております。その他、毎年度の水道料金ほか、清掃、ろ過器のメンテナンスなど運営費、維

持管理費も含め、学校プールの運営は財政的に大きな負担となっているところでございます。 

 次に、「２ 今後の方針」をごらんください。ただいま御説明いたしました課題を踏まえ、左か

ら右へのフローにございますとおり、今後、学校プールの新設・更新等の必要性がある場合には、

まずは徒歩またはバスでおおよそ１０分圏内の市民プール、民間プール、隣接校プールの活用を

検討するものとし、そうした活用の見込みがない場合にのみ、自校でのプールを整備することを

今後の基本的な方針とし、運用を図ってまいりたいと考えております。 

 次に、「３ 効率的運用手法の概要」をごらんください。表につきましては、市民プールの活用

等の各種法のメリット、デメリットなどをまとめたものでございます。特に市民プール、民間プ

ールの活用についてのメリットは、先ほど御説明いたしました課題の解決に資するものであると

ともに、民間プールの活用については、事業者によるきめ細かな指導が可能となるなどのメリッ

トもあります。一方、デメリットにつきましては、市民プールの活用については、休館日がない

と対応が困難であること、民間プールの活用については、撤退等のリスクがあることほか、共通

して、移動に一定の時間を要することなどが上げられますが、表、最右欄の採用都市の記載のと

おり、いずれの手法も他都市では多くの事例があるところでございます。続いて、表の右側の四

角枠部分は、市民プール等の手法活用の目安についてでございますが、授業への影響を最小限と

するため、学校からの移動時間がおおよそ１０分圏内であること、年間コストが自校でプールを

整備した場合の単年度当たりのコストである７６０万円を下回ることの二つとしております。 

 続いて、「４ 今後の取組」をごらんください。冒頭の黒丸にございますとおり、本市では、こ
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れまでも多摩スポーツセンター内プールの近隣学校での活用や、西有馬小学校における再生整備

事業によるプールの取壊しに伴う一時的な民間プールの活用などを行ってきたところでございま

して、これら事例のノウハウも活用しながら、表に記載した直近の２校の課題に対応してまいり

たいと考えております。表にございます直近の課題の一つ目といたしましては、新川崎新校の案

件でございまして、こちらは、令和７年４月の開校を予定する中、現在、基本設計に取り組んで

いるところでございますが、近隣にはバスで１０分圏内に三つの民間プールがあり、それぞれヒ

アリングを行ったところ、ぜひ協力したい等の前向きな回答が得られたことから、当該新校はプ

ールを整備しない形での学校整備を進めてまいりたいと考えております。二つ目の課題は、大戸

小学校の案件でございまして、こちらは、中央支援分教室の狭隘化に伴う増築棟の建設に当たり

既存プールを取り壊す必要があるところでございまして、増築棟の設計が始まる来年度までにお

いて、近隣の民間プール事業者との受入れの協議が整えば、プールの再整備は行わないものとし

たいと考えているところでございます。今後も、これらの取組を皮切りに、順次、全市的に、学

校プールの効率的な運用・整備を推進してまいりたいと考えております。 

 続いて、「５ 本方針の決定等のスケジュール」をごらんください。昨日、伊藤副市長をトップ

とする局長級会議である教育環境整備推進会議にて本議題を附議し、内容についておおむねの了

解をいただいたところでございまして、今月３０日には市議会文教委員会にて報告を行う予定で

ございます。 

 説明は、以上でございます。 

【小田嶋教育長】 

 御質問等はございますでしょうか。 

 高橋委員。 

【高橋委員】 

 プールは、防災に関する機能を持っている学校があると思うのですけど、そういう場合はどう

なるのでしょうか。 

【吉田教育環境推進室担当課長】 

 効率化の取組に伴って、個々の学校に応じて、うちの消防局と調整するような形になると思い

ます。具体的な手法としては、防火水槽を設置するとか、消火栓を増設するといった対応になっ

てくると思います。 

【小田嶋教育長】 

 よろしいですか。 

【高橋委員】 

 はい。 

【小田嶋教育長】 

 他にはいかがでしょうか。 
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 田中委員。 

【田中委員】 

 プールのコスト負担をここまでやっているのが改めて分かりまして、ありがとうございます。

今の御提案が、最初の２校はこういう形でいけるということですけど、順次、全市的に効率的な

運用・整備を推進ということは、今後とにかく民間プールも活用していくのだという考えなのか。

それとも、それぞれ条件がいろいろありますけど、今後、第３校目以降は順次、その時点で、そ

の地域、学校の条件に応じて、最も効率的だと思われるものをとっていくというぐらいのほわっ

としたものなのか、ちょっとその辺りを教えていただけますか。 

【吉田教育環境整備推進室担当課長】 

 今現在の状況ということになりますと、まだふわっとしたものでございまして、今後築年数の

古い順とか、ろ過器があるかないかということを踏まえてですね、ちょっと優先順位づけをしな

がら、順次取り組んでまいりたいというふうには考えております。 

【田中委員】 

 はい。 

【小田嶋教育長】 

 他にはいかがでしょう。 

 高橋委員。

【高橋委員】

 今年、子どもが行っている小学校で、今までは指導員の方が学校に来てくださったのですけど、

今年はその近隣のスイミングスクールに行くという取組があって、うちの息子のいる学年も行っ

たのですけれど、親としては良いことしかないという感じで、例えば学校のシャワーは真水がそ

のまま出るので子どもは地獄のシャワーと呼んでいて、すごく寒かったり、あと昔みたいにお水

も入れっ放しではなくて、定期的に入替えをされるのでお水が温まらないのですよね。なので、

入るお水も結構冷たくて、私二番目の子どもがプールに入るのに、ちょっと事情があって見学に

ついていた時期があったのですけれど、やっぱりすごく寒そうだったので親としては心配だった

のですけれど、こういう民間のプールですとか、市民プールは設備が整っているので、それは逆

に良かったなと。あと、やっぱり６月に雨で潰れることが本当に多くて、例えば１２回中４回入

れないぐらいが大体普通というか、半分入れたら今年はいっぱい入れたねというぐらい雨の影響

が大きいので、屋根があるプールに入れるというのもすごくありがたいことだなと思います。

 あと一つだけ、民間プールとか市民プールに行った場合は、指導は先生方がされるのか。例え

ば、スイミングスクールであれば、そこのスイミングスクールの先生がしてくれるのかというの

は、また別の話ですか。

【吉田教育環境整備推進室担当課長】 

 その辺はですね、今後、全市的な実施に当たって検討していくとは思うのですけど、今やって
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いる西有馬小学校、ちょっと試行でやっている部分ですけど、例に挙げますと、その仕様の中で

はやはり指導は教員がやって、民間のインストラクターはその補助をするということになってい

ます。あと成績をつけるのも当然、教員がやるということで、民間事業者は必要な助言を行うと

いう形になっていて、こうした取組をやっている他都市の事例を見ても、おおよそそのような仕

様になっているので、今後、全市的にやっていくにあたっても、そういう形になるのかなと。あ

くまで主体は教員という形かと思います。 

【高橋委員】 

 もしお金的に変わりがないのであれば、もちろん主体は先生ですけれども、英語のＥＬＴみた

いな感じで、割と積極的に指導の支援をしてくださるというような形になるとありがたいかなと

思うので御検討ください。 

【吉田教育環境整備推進室担当課長】 

 かしこまりました。 

【小田嶋教育長】 

 ありがとうございます。最初に専門的かつ効果的な水泳指導が必要というところで、ここはも

う、やはり専門家の指導や助言、あるいは具体的な指導をしていただくようなことにはなるとは

思いますけど、あくまでも授業計画を立てて、計画的に指導をして、評価していくのは、やっぱ

り教員ということになるかなと思います。 

 石井委員。 

【石井委員】 

 二つ教えてください。民間プールの活用で、そのデメリットの撤退等のリスクがあるというふ

うに書かれているのですが、この二つの場合には、その撤退等のリスクがないと判断した理由を

教えていただきたいのと、民間プールは屋内、屋外で二つあって、屋内の場合ですとオールシー

ズンできる環境があると思うのですけども、そうすると水泳の授業なんかもそれに伴って、例え

ば、冬場でもやるなんていうこともあり得るのでしょうか。二つ、お願いします。

【吉田教育環境整備推進室担当課長】 

 後者の民間の屋内、屋外といったことでは、基本的に市内にある民間事業者のプールは３５あ

りまして、それ全て屋内です。屋内プールになっていて、ということで夏だけではなくて冬もプ

ールができるということで。他都市の担当に聞いたところ、プールは夏に入るものだという意識

があると思うのですけど、ただ冬は冬で寒空の下、校庭を短パンで走るより、温かい温水プール

に入ったほうが子どもが喜ぶみたいなことも、そんな意見も挙がっているというところです。 

 あと、撤退のリスクがないというところは、この新川崎新校とかの話ですかね。 

【石井委員】 

 そうです。この大戸小と。 
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【吉田教育環境整備推進室担当課長】 

 大戸小学校は、これまで事業者とヒアリングをしているところなので、ここについては、この

効率化の取組、できるかどうか、未定なところでございます。 

 一方で新川崎新校は、先ほど御説明したとおり３社いて、３社ともやる気があるというところ

なので、導入に当たっては１社、入札という形にはなりますけど、仮にそこが撤退しても他の業

者にあたったりということも選択肢が多数ありますので、そちらはできるかなというふうに考え

ております。 

【小田嶋教育長】 

 岩切委員。 

【岩切委員】 

 コストを示していただいて、非常に柔軟な対応を図っていただいたことが分かって、ありがと

うございました。ちょっと細かい質問になって恐縮ですけれども、この徒歩圏内またはバスでお

よそ１０分圏内というふうになりますと、往復だと２０分ぐらいかかると思うのですけれど、他

の授業への影響であるとか、そういった炎天下、歩いていくということに関して、何か懸念とか

はございませんか。 

【吉田教育環境整備推進室担当課長】 

 そうですね。この資料を作ったとき、１０分圏内というのは他都市の資料とかも見て１０分で、

大体１コマ４５分の授業を２コマ使って９０分の中で、その中で６０分の授業を取るというよう

な形でやっていて、残り３０分ないし休み時間も入れて３５分とか、もうちょっと時間があった

りしますけど、その時間については着替えとか、移動で使っているというようなところで、でき

るのかなというところで考えていますが、さっきの例に挙がっている西有馬小学校ですけど、西

有馬小学校も当初はそんな形でやろうと思っていたのですけど、結構移動になんだかんだいって

時間がかかるとか、あとプールに入る前、入った後の健康観察なんていうのも必要だということ

になって、今現在では西有馬小学校は年４回プールをやっているのですけど、その回ごとに、健

康観察とか移動とか着替えとか含めて、ほぼほぼ午前中いっぱい使ってそうしたことをやって、

その中で６０分の授業を確保しているというような実態があります。だから思ったより、正直授

業時間ですね、時間がかかってしまっているのですけど、その中で学校において授業スケジュー

ルを調整していただくような形になるのかなというふうには思います。 

【岩切委員】

 先生方には、かなり調整のお時間とか取らされるかもしれないのですけれども、ぜひこういっ

た取組、積極的にトライしていっていただけたらなと思いました。

【小田嶋教育長】 

 他にはいかがですか。よろしいでしょうか。

 それでは、報告事項Ｎｏ．４について、承認してよろしいでしょうか。
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【各委員】

 ＜承認＞

【小田嶋教育長】 

 それでは、報告事項Ｎｏ．４は承認といたします。 

報告事項Ｎｏ．５ 公益財団法人川崎市学校給食会の経営状況について 

【小田嶋教育長】 

 次に、報告事項Ｎｏ．５「公益財団法人川崎市学校給食会の経営状況について」の説明を、健

康給食推進室担当課長、お願いいたします。 

【大島健康給食推進室担当課長】

 それでは、報告事項Ｎｏ．５「公益財団法人川崎市学校給食会の経営状況について」御報告い

たします。

 資料の表紙をおめくりいただき、１ページをごらんください。初めに、「Ⅰ 法人の概要」の「１ 

設立年月日」でございますが、設立年月日は平成２４年４月１日でございます。なお、旧財団法

人川崎市学校給食会の設立年月日は昭和３３年５月１日でございます。次に、「５ 目的」でござ

いますが、「川崎市立学校の学校給食に関する事業を行うことにより、成長期における児童生徒の

健全な食生活に関わる食育を推進し、豊かな市民生活に寄与すること」を目的としております。

 次に、「Ⅱ 令和３年度の事業計画に関する書類」について御報告いたします。「１ 事業計画

の概要」でございますが、給食物資を共同購入することにより、品質のよい給食物資を安い価格

で購入し、学校給食の充実発展と円滑な運営を図るため、「（１）学校給食用物資の調達に関する

事業」をはじめとして、（２）から（４）まで具体的な事業内容を記載してございます。

 次に、２ページをごらんください。「２ 予算書」でございます。左から項目として、「科目」

「予算額」「前年度予算額」「増減」「備考」となっておりますが、一番左の「科目」と「予算額（Ａ）」

の欄をごらんください。「Ⅰ 一般正味財産増減の部」の「１ 経常増減の部」でございますが、

「（１）経常収益」につきましては、「ア 基本財産運用益」から「カ 雑収益」までで構成され

ており、「経常収益計」として、本表中段に記載しておりますが、「予算額」として、５７億７，

２６０万９，０００円を見込んでおります。次に、「（２）経常費用」でございますが、「ア 事業

費」と、３ページにお進みいただき、上から３行目の「イ 管理費」を合わせまして、その合計

は、３ページ中段の「経常費用計」の行にございます、５７億７，２６０万９，０００円を見込

んでおります。

 次に、４ページから５ページにかけまして、「３ 予算書内訳表」を掲載してございますが、こ

ちらは、ただいま御説明申し上げました「予算書」を会計別に区分、記載したものでございます。

 次に、６ページをごらんください。「Ⅲ 令和２年度の決算に関する書類」について、御報告い

たします。「１ 事業の実績報告」でございますが、令和２年度に実施いたしました「（１）給食

物資の共同購入」、「（２）給食物資に関する調査研究」、「（３）学校給食の普及奨励に関する事業」

の各事業の実施状況を記載しております
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次に、中段の「２ 貸借対照表」でございます。左から、「科目」、「当年度」、「前年度」、「増減」

となっており、「当年度（Ａ）」欄が令和２年度の決算額、「前年度（Ｂ）」欄が令和元年度の決算

額でございます。一番左の「科目」と、「当年度（Ａ）」の欄をごらんください。初めに、「Ⅰ 資

産の部」でございますが、「１ 流動資産」と「２ 固定資産」を合わせた資産の合計は、７ペー

ジにお進みいただきまして、上から９行目の「資産合計」の行にございます、６億４２４万３，

６４９円でございます。次に、「負債の部」でございますが、「１ 流動負債」と「２ 固定負債」

を合わせた負債の合計は、本表の下から９行目の「負債合計」の行にございます、３億３，８０

６万５，７６３円でございます。次に、「Ⅲ 正味財産の部」でございますが、正味財産の合計は、

本表の下から２行目の「正味財産合計」の行にございます、２億６，６１７万７，８８６円でご

ざいまして、「負債及び正味財産合計」は「資産合計」と同額になっております。

 次に、「３ 正味財産増減計算書」でございます。当該計算書は、貸借対照表に記載されている

正味財産の増減を表す計算書でございます。本表の「当年度（Ａ）」の欄をごらんください。「Ⅰ 

一般正味財産増減の部」、「１ 経常増減の部」といたしまして、「（１）経常収益」の合計でござ

いますが、８ページにお進みいただきまして、上から１１行目の「経常収益計」の行にございま

す５０億５，６０４万１，３７０円でございます。経常収益の内訳といたしましては、「事業収益」

に「給食費 予納徴収金」と記載のある、保護者から納められる学校給食費のほか、本市からの

補助金、雑収益等でございます。次に、「（２）経常費用」につきましては、「ア 事業費」と、下

から２行目の「イ 管理費」で構成し、その合計でございますが、９ページにお進みいただきま

して、中段の「経常費用計」の行にございます、５１億５，９３５万３，２２５円でございます。

経常費用の内訳といたしましては、給食物資代金のほか、学校給食会職員の給料手当や衛生検査

費等でございます。次に、当期一般正味財産の増減額につきましては、本表下から８行目の「当

期一般正味財産増減額」の行に記載されておりますが、令和２年度は、マイナス１億３３１万１，

８５５円となっております。これに、次の段の「一般正味財産期首残高」３億６，８４８万９，

７４１円を加算した、「一般正味財産期末残高」は、２億６，５１７万７，８８６円となります。

「Ⅱ 指定正味財産増減の部」といたしまして、「指定正味財産期末残高」は１００万円でござい

ますので、「Ⅲ 正味財産期末残高」につきましては、本表の一番下の行にございます、２億６，

６１７万７，８８６円となっております。

 次に、「４ 正味財産増減計算書内訳表」につきましては、９ページの下から１１ページまで掲

載してございます。当該内訳表は、ただいまの説明を、給食物資に関する事業費の「公益目的事

業会計」と管理的経費である「法人会計」の会計別に区分し、掲載したものでございます。後ほ

ど、御参照いただければと存じます。

 次に、１２ページから１５ページにかけまして、「５ 財務諸表に対する注記」、「６ 附属明細

書」、「７ 財産目録」を掲載しております。後ほど、御参照いただければと存じます。

 「公益財団法人川崎市学校給食会」の経営状況についての報告は以上でございます。

【小田嶋教育長】 

 御質問等はいかがでしょうか。よろしいですか。 

 高橋委員。 

【高橋委員】 
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 ２点あります。１ページの役職員数のところで、役員数が常勤２名、非常勤７名で、合計９名。

職員数が、常勤が４名で、非常勤が７名で、合計１１名という理解で合っていますかというのと、

あともう一つの質問は、８ページ、９ページの正味財産増減計算書のところに給料手当とか、職

員の方々にお支払いしている金額が書いてあると思うのですが、人数が全部で合わせて２０名ぐ

らいになると思うのですけど、その割にこういう手当とか給料の額が小さいじゃないかなと思っ

たのですが、そこを教えてください。 

【小田嶋教育長】 

 お願いします。 

【大島健康給食推進室担当課長】

 まず委員から、１番目に御質問がありましたお答えは、先ほど委員がおっしゃったとおりの解

釈で合っております。

 それと、２番目の給料に関してですが、委員がおっしゃったように総勢２１名ですかね、非常

勤を含めてですけども。これについては、例えば、理事長でございますと月額３４万円の年間４

０８万円。社員、専務理事につきましては、事務長ですね、月３０万円の年間３６０万円。非常

勤で常勤している者については、約２００数十万円の給料で行っておりまして、非常勤の役員に

ついては、会議に出席ごとに数千円の謝礼金といった形で対応しておりますので、こういった内

訳になっております。

 以上です。

【小田嶋教育長】 

 よろしいですか。 

【高橋委員】 

 はい、分かりました。 

【小田嶋教育長】 

 他にはいかがですか。よろしいでしょうか。 

 それでは、報告事項Ｎｏ．５について、承認してよろしいでしょうか。 

【各委員】

 ＜承認＞

【小田嶋教育長】 

 それでは、報告事項Ｎｏ．５は承認といたします。 

報告事項Ｎｏ．６ 公益財団法人川崎市生涯学習財団の経営状況について 
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【小田嶋教育長】 

 次に、報告事項Ｎｏ．６「公益財団法人川崎市生涯学習財団の経営状況について」の説明を、

生涯学習推進課長、お願いいたします。 

【箱島生涯学習推進課長】

 生涯学習推進課長です。よろしくお願いいたします。それでは、報告事項Ｎｏ．６「公益財団

法人川崎市生涯学習財団の経営状況」につきまして、御報告申し上げます。

 １ページをお開き願います。「Ⅰ 法人の概要」の「１ 設立年月日」でございますが、設立年

月日は平成２４年４月１日でございます。次に、「５ 目的」でございますが、「川崎市における

豊かな生涯学習社会の実現を図るため、教育、学術及び文化等に関する各種の事業を行うととも

に、市民に自主的な活動及び交流の場を提供し、活力に満ちた市民自治社会の構築に寄与するこ

と」でございます。

 次に、「Ⅱ 令和３年度の事業計画に関する書類」の「１ 事業計画の概要」でございますが、

資料に記載の（１）から（５）までの基本的考え方に基づきまして、ページの下段、「（１）生涯

学習に関する学習機会提供事業」から２ページの（７）までの各種事業を行うものでございます。

次に、「２ 予算書」でございますが、表の左から１列目の「科目」と２列目の「予算額」の列を

ごらんください。「Ⅰ 一般正味財産増減の部」の「１ 経常増減の部」でございますが、「（１）

経常収益」は、基本財産運用益などでございまして、その合計は、ページをおめくりいただき、

３ページの上から８行目の「経常収益計」の行にございます、３億１，９６９万２，０００円で

ございます。その下、「（２）経常費用」につきましては、「ア 事業費」とページの下段の「イ 管

理費」を合わせまして、その合計は４ページ中段の「経常費用計」の行にございます、３億２，

４１２万４，０００円でございます。その下、これらを差し引きした「当期経常増減額」は、マ

イナス４４３万２，０００円となっており、２行下の「一般正味財産期首残高」が９，９０３万

１，０００円でございますので、「一般正味財産期末残高」は９，４５９万９，０００円でござい

ます。その下、「Ⅱ 指定正味財産増減の部」の「指定正味財産期末残高」は２億２２０万円でご

ざいますので、二つの期末残高を合わせた「Ⅲ 正味財産期末残高」は２億９，６７９万９，０

００円でございます。

 次の４ページから７ページの「３ 予算書内訳表」につきましては、ただいま御説明申し上げ

ました「予算書」を会計別に区分し、記載をしたものでございます。７ページをお開きください。

「Ⅲ 令和２年度の決算に関する書類」の「１ 事業の実績報告」では、令和２年度に実施いた

しました各事業と、その実施状況を記載しております。

 ８ページをごらんください。中段の「２ 貸借対照表」でございますが、表の左から１列目の

「科目」と２列目の「当年度」の列をごらんください。「Ⅰ 資産の部」でございますが、「１ 流

動資産」と「２ 固定資産」の合計は、ページをおめくりいただきまして、９ページの上から１

０行目の「資産合計」の行にございますが、３億９４３万６１３円でございます。その下、「Ⅱ 負

債の部」でございますが、「負債合計」は１，４６６万１，５５０円。その下、「Ⅲ 正味財産の

部」につきましては、「正味財産合計」は２億９，４７６万９，０６３円でございまして、「負債

及び正味財産合計」は、「資産合計」と同額となっております。

次の「３ 貸借対照表内訳表」につきましては、ただいま御説明をしたものを会計別に区分し、

記載をしたものでございます。
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 １０ページをごらんください。ページ下段の「４ 正味財産増減計算書」でございますが、表

の左から１列目の「科目」と２列目の「当年度」の列をごらんください。「Ⅰ 一般正味財産増減

の部」の「１ 経常増減の部」、ページをおめくりいただき、１１ページの一番上の「（１）経常

収益」でございますが、こちらは基本財産運用益などでございまして、その合計は、ページ中段

より下の「経常収益計」の行にございます、２億９，３９２万６，３０９円でございます。その

下「（２）経常費用」につきましては、「ア 事業費」と、１２ページにまいりまして、ページ中

段の「イ 管理費」で構成をしておりまして、その合計「経常費用計」はページ下段にあります

が、３億５６０万７，７６９円、「当期経常増減額」は、マイナス１，１６８万１，４６０円とな

っております。次に、「２ 経常外増減の部」につきましては、ページをおめくりいただき、１３

ページ一番上の「経常外収益計」は９５万１，５００円、「経常外費用計」は６４万２，２４２円

でございますので、「当期経常外増減額」は３０万９，２５８円となっております。２行下の「当

期一般正味財産増減額」は、マイナス１，１３７万２，２０２円となっており、「一般正味財産期

首残高」が、１億３１４万１，２６５円でございますので、「一般正味財産期末残高」は、９，１

７６万９，０６３円となっております。「Ⅱ 指定正味財産増減の部」でございますが、表の下か

ら２行目、「指定正味財産期末残高」は２億３００万円でございますので、「Ⅲ 正味財産期末残

高」につきましては、２億９，４７６万９，０６３円となっております。

 次の１３ページから１５ページの「５ 正味財産増減計算書内訳表」につきましては、ただい

ま御説明を申し上げました会計別に区分をし、記載したものでございます。

 また、１６ページから２０ページまでにかけましては、「財務諸表に対する注記」と「財産目録」

を掲載しておりますので、御参照願います。

 「公益財団法人川崎市生涯学習財団の経営状況について」の御説明は以上でございます。

【小田嶋教育長】 

 御質問等ございますか。 

 高橋委員。 

【高橋委員】

 二つ教えてください。１１、１２ページで、さっきの報告のところで聞いておけばよかったの

ですが、事業費にも給料手当があって、管理費にも給料手当があるのですけど、そのほか、福利

厚生費とかあるのですけど、その違いを教えてください。が、一つと、報酬と給料手当と諸謝金

というのがあるのですけれど、その違いを教えてください。働いている方なのか、例えば、外部

から来て、いろいろやってくださった方へのお金なのかとか、その辺りを教えてください。

【箱島生涯学習推進課長】

 今の御指摘のとおりですね、特に生涯学習財団の場合には、公益事業としてやっている事業で

ございます。この事業に携わっている人間の部分については、人件費は事業費のほうに計上して

おります。謝金を比べていただくと、圧倒的に事業費のほうの金額が大きいと思いますが、これ

は事業の際に財団は講座、学級等をやっていますので、そのときに来ていただく講師の謝礼にな

っております。事業費のほうが非常に大きくなっているということでございます。

 管理費につきましては、当然受付とか、中を含めて管理的な業務をやる人間がおりますので、
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この部分のものが管理費のほうに入ります。役員等についての報酬なんかは管理費のほうに入り

ます。併せて答えましたが、以上でございます。

【高橋委員】

 報酬というのは、どなたへの報酬でしょうか。

【箱島生涯学習推進課長】

 報酬については、一般的には役員報酬です。給与手当等については、臨時職員、非常勤ともい

ます、そういったところで使い分けをしております。以上でございます。

【小田嶋教育長】 

 よろしいですか。

【高橋委員】

 はい。

【小田嶋教育長】 

 他にはいかがでしょうか。

【田中委員】

 ちょっとよろしいですか。

【小田嶋教育長】 

 田中委員。

【田中委員】

 どうも御説明ありがとうございました。見方がよく分からないので教えていただきたいのです

けども、令和２年度に元々予定していた収入に対して、実際はこれぐらいしかかからなかったの

は、多分コロナのせいで相当事業の縮小が余儀なくされたのではないかなと思って、そのあたり

は経常収益の欄を見ればいいのですか。例えば、１０ページから１１ページにかけて、正味財産

増減があって、１１ページ中ほど下に経常収益計とありますけども、これが例えば、前年度と当

年度と比較して、これだけ減ったという。この辺りを見れば、どれだけ収入が減ったかっていう

のが分かるということでいいですか。

【箱島生涯学習推進課長】

 今、田中委員がおっしゃったようにですね、予算と予算を比べるには、２ページのところで予

算書の、例えば、多分田中委員がおっしゃっているのは事業収益みたいな、授業料とか施設使用

料とかなんですけど、それはウのところ、前年度の予算ですね、今年度の予算はこれぐらいです。

で、今お話になったように、後ろの１１ページのほうで比べていただくと、決算額の比較が出て

きます。ちなみに、前年度からの収益として、決算ベースで事業料については１４０万ぐらい減
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されているのかなというふうに思っております。施設使用収入については、大体３７万円ぐらい

の減なのかなと認識しているところでございます。以上でございます。

【田中委員】

 分かりました。市民館だと、かなり事業を縮小してきたのはよく分かっているのですけど、そ

れと比べると、もっと減っているのかなと思ったのですが、それほどでもないという気がしたの

ですけど、そういう理解で大丈夫ですか。

【箱島生涯学習推進課長】

 実はですね、財団ですけれども、事業料については令和元年度の４月に消費税等の値上がりで、

それまで上げていなかったものを少し財団で利用しています。それと、施設使用収入については、

特に昨年、令和２年ですね、１０月から施設使用収入、若干値上げさせていただきました。正直

申し上げますと、コロナの影響ですね、キャンセルもあって、かなり市民活動に大きく影響を受

けたところはございますので、通常の年間の計算というのは、なかなかうまくいっていない状況

というのは正直あるところでございます。以上でございます。

【田中委員】

 分かりました。ついでながら、事業については、例えば、７ページに令和２年度の決算に関す

る書類とあって、学習機会提供事業がありますね。これは市から見れば委託なのか、助成なのか、

その辺はどういう形でしょうか。

【箱島生涯学習推進課長】

 （１）、（２）、（３）の部分については、これは財団も公益事業に位置づけておりまして、市か

らの、先日も申し上げたお話で、大体１億４，０００万ぐらいの補助金制度ですね。そのうちの

一部は経費として当たっているものと考えております。財団の自主的な事業のところについては、

主なものは（６）のスポーツ、文化、陶芸という、これが財団の事業料収入に当たるところでご

ざいます。委員の言った（５）のところは、市から委託として出ている事業の部分のものでござ

います。主には、そういう分け方です。

【田中委員】

 なるほど、分かりました。そうすると、（１）、（２）、（３）というのは、財源は委託ではなくて

何でしょうか。

【箱島生涯学習推進課長】

 これは財団のほうの公益事業として、財団が財団主体の事業としてやっているものに補助があ

たっているというようなことです。

【田中委員】

 そういうことですか。
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【生涯学習推進課長】

 はい。

【田中委員】

 財団自体の自主財源がかなりあるということですか。

【箱島生涯学習推進課長】

 財団自体の財源は市の補助金と、事業料収入、先ほど申し上げた施設使用収入、収入は大きな

ものは、その３点でございます。それを含めて、財団としての歳出については、この（１）、（２）、

（３）のところで事業としているということでございます。

【田中委員】

 そうですか。そうすると、この（１）、（２）、（３）の基の、ある一部分は市からの助成金にな

るわけですか。

【生涯学習推進課長】

 市からの補助金があったという部分でございます。

【田中委員】

 なるほど。はい、分かりました。ありがとうございます。

【小田嶋教育長】 

 他にはいかがですか。 

 岩切委員。 

【岩切委員】

 コロナ禍にあっての運営の仕方についての質問ですけれども、昨年度、令和２年度の活動の中

で、オンラインでやられて、例えば、教室を使わないで済んだとか、そういうものはあるのでし

ょうか。

【箱島生涯学習推進課長】

 昨年度は途中からでしたので、実はこのシニア活動のところの講座をやってございます。この

講座の一部の「シニア活動講演会」、この部分の参加者数のうち約３３人がオンラインで入ってい

る。この事業をオンラインでやらせていただいているということと、あと生涯学習財団について

は、今後のコロナ禍、オンラインの環境も増えていくということで、昨年生涯学習プラザにＷｉ

－Ｆｉ環境を整備させていただいているところでございます。

 それと、川崎市民アカデミーと共同事業を一緒に行っていますが、川崎市民アカデミーのほう

は後期の講座から、今年も含めましてオンラインの事業を取り入れているところでございます。

以上でございます。
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【岩切委員】

 そういったオンライン化、Ｗｉ－Ｆｉを使った情報提供をすることで、何か今年度の予算を変

更されたとか、そういうことはあるのでしょうか。

【生涯学習推進課長】

 財団ですね、予算上のところで大きく何か影響もあるということは、今のところはちょっとご

ざいません。

【岩切委員】

 ありがとうございます。

【小田嶋教育長】 

 よろしいですか。ありますか。 

【高橋委員】 

 すみません、先ほど報酬というところは役員報酬だという御説明をいただいたと思うのですけ

れど、１ページの役員数のところで常勤の方が２名で、非常勤の方が７名というお話で、先ほど

の給食会のほうの役員報酬と比べると全然桁が違っていて、役員の方のお仕事形態とかが違うか

らということでしょうか。ちょっと額が大きかったので。 

【箱島生涯学習推進課長】

 給食会の部分ですね、私は細かい資料を持っておりませんが、役員報酬の件については、財団

のほうでも理事会で承認を受けるかと思いますけれども、基本的には勤務日数とかですね、そう

したものを含めて判断されているというふうに考えています。以上です。

【小田嶋教育長】 

 よろしいですか。 

【高橋委員】 

 はい。 

【小田嶋教育長】 

 それでは。 

【田中委員】 

 補助金のことですけど、例えば、２ページの中ほど、受取補助金等とありますね。指定管理の

お金は補助金の形なんですね。この指定管理料というのは、実際には大山街道と夢パークと、こ

の二つでいいのかということと、それからもう一つ、市補助金収入というのがありますが、２ペ

ージでいくと、予算額１４１，８１１円ですね。これは何か財団のほうから「これやります」と

いうことを申し出て、それに対して市が評価して補助金を出すのか。あるいは、もう年間経常的
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にこれだけ出すと決まっていて、それを受けて財団を通して、自主的に何か決めてやるのか。そ

の辺り、ちょっと簡単によろしいですかね。 

【箱島生涯学習推進課長】

 まず指定管理料につきましては、田中委員がおっしゃるとおりの、夢パークと大山街道の２施

設からの指定管理でございます。

 市の補助金につきましては、市の補助金、基本的にみんなそうですけれども、基本的には財団

のほうで計画書を頂いて、こちらのほうでしっかりと判断して補助金を出していくという形にな

りますけれども、基本的には、先ほど申し上げた（１）、（２）、（３）のところは、財団もこの間

ずっと継続してきている事業のところですね。その部分の計画書を上げていただいて、補助金を

お示しするということでございます。以上でございます。

【田中委員】

 分かりました。ちょっと一言だけ。先ほどから私が別の議題で言ってきた意見と整合性を持た

せるために、一言だけですけど。 

そうやって財団が計画するというよりは、むしろ市で生涯学習事業体系の中で財団にこれを委

託したいという形で委託したほうが良いのではないかというような印象を先ほどから持っていま

した。これは、もう印象ですので、以上です。 

【小田嶋教育長】 

 よろしいでしょうか。 

 それでは、報告事項Ｎｏ．６について、承認してよろしいですか。 

【各委員】

 ＜承認＞

【小田嶋教育長】 

 それでは、報告事項Ｎｏ．６は承認といたします。 

報告事項Ｎｏ．７ 地方自治法第１８０条の規定による市長の専決処分の報告について 

【小田嶋教育長】 

 次に、報告事項Ｎｏ．７「地方自治法第１８０条の規定による市長の専決処分の報告について」

の説明を、庶務課担当課長、お願いします。 

【瀬川庶務課担当課長】

 それでは、報告事項Ｎｏ．７「地方自治法第１８０条の規定による市長の専決処分の報告につ

いて」につきまして、御説明申し上げます。こちらにつきましては、「市長の専決事項の指定につ

いて第１項による専決処分」について、御報告するものでございます。
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 １番をごらんください。専決処分年月日は令和３年５月２６日でございます。事件の概要でご

ざいますが、「平成２８年度、市立小学校に通学していた当時６年生の児童（以下「本件児童」と

いう。）に対し、同級生の児童らがいじめ行為を繰り返し、及び担任教諭がこれを制さずに、これ

に加担して、平成２８年１０月２１日に他の児童らの前で本件児童に対し謝罪を強要したとして、

本件児童及びその保護者が、横浜地方裁判所川崎支部に本市及び同級生の児童の保護者らを被告

とし、本件児童に対し２２０万円、その保護者に対し１１４万５，０６９円を被告らが連帯して

支払うことを求め、損害賠償の請求に係る訴訟を提起した。第１審判決は、当該教諭の対応が、

本件児童の人格権を侵害するものであるとして、本市に４４万円及びこれに対する平成２８年１

０月２１日から支払済みまで年５分の割合による金員の支払いを命じた。本市は、上記判決には

承服し難いことから、東京高等裁判所に控訴し、本件児童は当該控訴に附帯して控訴したが、同

裁判所から強い和解勧告があった。」でございます。和解条項要旨でございますが、「本市は、相

手方に対し、本事件の解決金として４４万円の支払義務があることを認め、この金員を令和３年

６月３０日限り支払う。」とするものでございます。

 なお、この案件につきましては、令和３年第３回市議会定例会に報告をいたします。説明は以

上でございます。

【小田嶋教育長】 

 御質問等はございますか。よろしいですか。 

 それでは、報告事項Ｎｏ．７について、承認してよろしいでしょうか。 

【各委員】

 ＜承認＞

【小田嶋教育長】 

 それでは、報告事項Ｎｏ．７は承認といたします。 

報告事項Ｎｏ．８ 令和２年度川崎市一般会計教育費の決算について 

【小田嶋教育長】 

 次に、報告事項Ｎｏ．８「令和２年度川崎市一般会計教育費の決算について」の説明を、庶務

課長、お願いします。 

【日笠庶務課長】

 それではですね、報告事項Ｎｏ．８「令和２年度川崎市一般会計教育費の決算について」、こち

らにつきまして、御報告申し上げます。

 まず、令和３年第３回市議会定例会に提出いたします「令和２年度一般会計歳入歳出決算認定

について」、こちらについて教育費決算の主な内容について、御説明いたします。説明につきまし

ては、お手元の資料ですね、こちらの３ページにまとめた資料、こちらで御説明させていただき

ますので、こちらのほうをごらんください。
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 それでは、初めに項番１「一般会計決算」、こちらは川崎の一般会計全体の決算についてでござ

いますけれども、こちらの歳入歳出とも、表の左側から申し上げますが、予算現額は１兆５２９

億１，７９９万５，９０９円。歳入の収入済額は９，５９７億４，４２７万９，５９９円。歳出

の支出済額、こちらは９，５６２億６９１万３，２０２円。翌年度に繰り越す事業の財源、繰越

財源、こちらは３３億５，２４３万９，３３４円で、収入済額から支出済額と繰越財源を差し引

いた実質収支、こちらは１億８，４９２万７，０６３円の黒字となっております。

 次に、項番２「教育費決算」でございます。令和２年度の教育費決算は、先ほどと同様に表の

左側から申し上げます。予算現額は１，４３３億５，４５３万６，５５０円。支出済額は１，２

０１億３，０９４万１，６１８円。翌年度繰越額は１３３億２，２８６万３，３１９円となって

おります。また、下のグラフに過去５年間の教育費の決算、支出済額の推移を表しておりますの

で御参照ください。

 次に、項番３「教育費の主要施策の成果」についてでございますけれども、こちらにつきまし

て事業別に御紹介させていただきます。初めに、「教職員の働き方改革」として実施された事業等

でございます。まず、教職員事務支援員の配置を小・中学校１５３校に拡充、障害者就業員の配

置を小・中学校１３校に拡充、教職員事務支援員または障害者就業員を合わせて、全小・中学校

に配置いたしました。続きまして、部活動指導員の配置を中学校２２校に拡充、令和３年度から

の学校給食費の公会計化に向けて給食費徴収システムの構築や、公会計化の業務体制を整備いた

しました。続きまして、留守番電話を５３校に整備し、これにより、全小・中・特別支援学校に

設置したことになりました。２ページをごらんください。「キャリア在り方生き方教育推進事業」

では、キャリア・パスポートを作成し、全市立学校に配付いたしました。次に、「校外行事運営事

業」では、保護者の負担軽減を図るため、修学旅行の中止や延期に伴うキャンセル料金の補填を

実施いたしました。次に、「かわさき子ども元気プロジェクト事業」では、中止となった修学旅行

の代替行事として、市立小学校６年生の児童を対象に、遊園地よみうりランドを利用し、小学校

卒業に向けた思い出づくりのイベントを開催いたしました。次に、「読書のまち・かわさき事業」

では、学校図書館の充実に向けて、小学校の学校図書館への学校司書の配置を４２校に拡充いた

しました。次に、「学校運営協議会制度推進事業」では、学校運営協議会、コミュニティ・スクー

ルの設置校を２１校に拡充し、学校、家庭、地域社会が一体となった学校運営の取組を推進いた

しました。次に、「外国語指導助手配置事業」では、新学習指導要領に対応するため、ＡＬＴの配

置を１１３人に拡充いたしました。次に、「ＧＩＧＡスクール構想推進事業」では、通信環境が整

っていない家庭への貸出し用としてモバイルルータや障害のある児童生徒に対して、入出力支援

装置を導入いたしました。次に、「ＧＩＧＡスクール構想端末整備事業」では、義務教育段階の児

童生徒に対して一人１台の端末を導入いたしました。次に、「学校施設有効活用事業」では、地域

の活動拠点として、学校施設のさらなる有効活用を推進する取組を進め、市民の生涯学習環境の

整備を推進いたしました。次に、「地域の寺子屋事業」では、地域ぐるみで子どもの学習や体験活

動をサポートし、多世代で学ぶ生涯学習の拠点づくりを進めるため、地域の寺子屋を市内６５所

に拡充して開講いたしました。「学校保健・安全管理事業」では、新型コロナウイルス感染症拡大

防止対策として、学校にサーマルカメラを配置するとともに、マスクや消毒液等を配付いたしま

した。次に、「校舎建築事業」では、新川崎地区小学校の建設用地を取得したほか、児童生徒の増

加に対応するため、坂戸小学校増築の基本設計等を行いました。次に３ページ目をごらんくださ

い。次に、「義務教育施設整備事業」では、「かわさきＧＩＧＡスクール構想」実現のため、高速
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大容量のデータ通信が可能なネットワーク環境を整備したほか、防犯カメラを全小学校に設置す

るとともに、学校トイレの快適化実施校を４５校に拡充するなど、教育環境の向上を図りました。

また、夏季に学校を開校する必要が生じた際の感染症対策及び熱中症対策として、スポットクー

ラーを空調設備が未設置の特別教室に配置したほか、大型冷風扇を全市立学校の体育館に配置、

校舎内の換気対策として、サーキュレーターも配置いたしました。

 最後に、項番４「教育費決算の一覧」では、教育費の項別の決算額を一覧にまとめております

ので、後ほど御参照いただければと思います。

 なお、参考といたしまして、教育費に関係する歳入歳出決算の詳細につきましては、こちらの

参考資料１「令和２年度川崎市一般会計歳入歳出決算事項別明細書（歳入及び教育費抜粋版）」及

び、こちら参考資料２「令和２年度主要施策の成果説明書（教育費抜粋版）」を、後ほど御参照い

ただければと思います。

 これらの資料は、地方自治法第２３３条の規定に基づき、決算について議会の認定を付するに

あたり、提出する書類となっております。

 また、市全体の決算の概要につきましては、参考資料３といたしまして、「令和２年度一般会計・

特別会計決算見込の概要について」を、これもまた併せて御参照いただければと存じます。

 報告事項Ｎｏ．８についての御説明は、以上でございます。 

【小田嶋教育長】 

 御質問等はございますでしょうか。 

 高橋委員。 

【高橋委員】 

 ２ページの「校舎建築事業」について教えてください。新川崎地区の小学校のほうは、建設用

地を取得ということなので土地代だけですか。というのと、坂戸小学校増築の基本設計等とある

のですけれど、これはもう額的にいうと基本設計から学校を建てるまで全部入っているのでしょ

うか。 

【桑原庶務課経理係長】 

 まず１点目の新川崎地区の学校用地取得は、こちらについては土地を買った金額になっていま

す。 

 もう一つ、次の坂戸小学校の話ですけども、こちらにつきましては基本設計等でございますの

で、実際には他の学校の増改築の工事等も合わせて２６億円となっております。実際には、坂戸

小学校の基本設計だったりとか、増築を既にやっている学校の工事も合わせての２６億円になっ

ています。 

【高橋委員】 

 「等」のかかるところが基本設計じゃなくて、全部にかかって「等」ということですか。 

【桑原庶務課経理係長】 

 おっしゃるとおりです。 
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【高橋委員】 

 分かりました。 

【小田嶋教育長】 

 他にはいかがでしょうか。よろしいですかね。 

 それでは、報告事項Ｎｏ．８について、承認してよろしいでしょうか。 

 ＜承認＞

【小田嶋教育長】 

 それでは、報告事項Ｎｏ．８は承認といたします。 

１１ 議事事項Ⅱ

議案第２６号 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定に基づく意見聴取につ

いて

【小田嶋教育長】 

 次に、議事事項Ⅱに入ります。 

 なお、議案第２６号は、令和３年第３回市議会定例会に提案する議案に関するものでございま

す。 

 議案第２６号「地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定に基づく意見聴取に

ついて」の説明を、庶務課長お願いいたします。 

【日笠庶務課長】 

 では、引き続き御説明申し上げます。それでは、議案第２６号「地方教育行政の組織及び運営

に関する法律第２９条の規定に基づく意見聴取」につきまして、御説明を申し上げます。

 初めに、お手元、議案ですね、こちらのほうを１枚おめくりください。こちらは、令和３年第

３回市議会定例会提出議案にかかる教育委員会の意見聴取についての回答案でございます。今回、

市議会定例会に提出する予定の議案のうち、教育に関する事務にかかるものは、先ほど御報告さ

せていただきました「令和２年度川崎市一般会計教育費の決算について」のほか、後ほど、これ

から御説明させていただきます「令和３年度川崎市一般会計補正予算」となっております。

 次に、さらに２枚おめくりいただきまして資料１、右上のほうに資料１と書かれた資料のほう

をごらんください。こちらは、こちらの資料の下段の参考にございますとおり、地方教育行政の

組織及び運営に関する法律第２９条の規定に基づきまして、川崎市長が教育委員会に対して意見

を求めた依頼文書でございます。

 次に、１枚おめくりいただきまして、資料２のほうをごらんください。こちら「令和３年度川

崎市一般会計補正予算について」御説明をさせていただきます。まず、こちら教育費の予算の補

正額といたしまして、７億８，５０２万７，０００円を増額するものでございます。補正の内容
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について、御説明をさせていただきます。まず「１ 歳入歳出予算補正」でございますが、「校外

行事運営事業費」で３，０２３万９，０００円の増額補正を行うもので、こちらは保護者負担の

軽減を図るため、修学旅行の中止や延期により発生したキャンセル料を補填するものでございま

す。次に、「児童生徒指導事業費」で１，９８１万３，０００円の増額補正を行うもので、感染症

の影響を受ける生徒の不安定な心に寄り添う専門家として、全市立高等学校にスクールカウンセ

ラーを配置するものでございます。次に、「ＧＩＧＡスクール構想推進事業費」で４億９，３４６

万２，０００円の増額補正を行うもので、ＧＩＧＡスクール構想による授業や非接触の試みに活

用されている普通教室の大型テレビの更新や非常勤講師用等の端末の整備を行うものでございま

す。次に、資料を１枚、またおめくりいただきまして、「教育文化会館・市民館社会教育振興事業

費」で６３５万４，０００円の増額補正を行うもので、インターネットやパソコン等の情報通信

技術を利用できる者と利用できない者との間に生じる格差、いわゆる「デジタルディバイド」の

解消に向けて、スマホ・タブレット教室やＩＣＴツール活用講座等を実施するものでございます。

次に、「学校保健・安全管理経費」で３４３万５，０００円の増額補正を行うもので、児童生徒へ

の感染拡大を防止するため、保健室以外でも使用できる簡易ベッドを全市立学校へ配置するもの

でございます。次に、「義務教育施設整備事業費」で１億９，５１３万１，０００円の増額補正を

行うもので、来年度以降、普通教室として使用が見込まれる諸室のネットワーク環境を整備する

ものでございます。次に、「高等学校施設整備事業費」で３，６５９万３，０００円の増額補正を

行うもので、市立高等学校の特別教室等のネットワーク環境を整備するものでございます。

 次に、「２ 地方債補正」でございますが、「義務教育施設整備事業」で１億４，２００万円の

限度額を増額補正するものでございます。

 補正予算に関する説明は、以上でございます。

 では、恐れ入りますけど、議案の、先ほどの回答案をおめくりください。今回提出予定の議案

につきましては、ただいま御説明させていただきましたとおりでございます。議案の各号いずれ

におきましても、教育委員会として特段の意見はないものとしているものでございます。

 議案第２６号の説明は、以上でございます。

 御審議のほど、よろしくお願いいたします。

【小田嶋教育長】  

 御質問等はございますか。よろしいでしょうか。 

 それでは、議案第２６号は、原案のとおり可決してよろしいでしょうか。

【各委員】 

 ＜了承＞ 

【小田嶋教育長】 

 それでは、議案第２６号は原案のとおり可決といたします。 

１２ 閉会宣言 

【小田嶋教育長】 
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 本日の会議は、これをもちまして終了いたします。

（１７時１２分 閉会）


